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笑顔でパフォーマンス
　７月 11 日　 、第 66 回留萌高校文化祭・市街地パフォー
マンスが留萌合同庁舎駐車場で行われました。働く人や妖
精、生き物などに仮装した生徒たちが、弾ける笑顔とダンス
で集まった観衆を楽しませていました。

No. ６８9

■■ 今月の主な内容 ■■

　　

留萌おもいやり・
            おもてなし物語
留萌市情報アンテナ

く ら し の お 知 ら せ

健  康  ひ  ろ  ば

　　

-

-

-

-

-

-

-

-

　　

連載／地域創生 

特集／平成 27 年度市民アンケート集計結果

特集／戦争のない平和な未来を願って

特集／留萌市交通安全女性指導員の活動を紹介します

特集／公課の納付義務と滞納者への対応について

留 萌 市 議 会 だ よ り



14.2 21.8 10.4 13.3 16.1 10.9 8.5 3.3
1.4
2.5
1.214.7 22.7 10.4 16.0 13.5 10.4 8.6

20.0 20.0 11.1 11.1 16.3 7.4 10.4 2.2
1.5

18.4 20.6 10.6 11.3 18.4 4.3 11.3 2.1
2.8

9.3 16.0 9.3 16.0 29.3 10.7 1.3
6.7

12.8 12.8 12.8 12.8 30.8 7.7 5.1
2.6

7.1 17.9 10.7 25.0 17.9 7.1 3.67.1

18.9 5.3 26.0 18.9 13.0 17.8 0.0

8.3 7.5 22.5 30.8 20.8 10.0 0.0

9.1 22.7 23.6 15.5 11.8 1.815.5

11.8 22.8 22.1 16.2 10.3 0.016.9

14.3 19.0 0.014.3 28.6 9.514.3

16.7 19.4 25.0 22.2 13.9 2.8
0.0

8.6 15.7 22.9 27.1 5.718.6 1.4
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■
お
問
い
合
わ
せ
は

　

政
策
調
整
課 

☎
42-

１
８
０
９

　

http://w
w

w
.e-rum

oi.jp/

　
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
策
定
に
向
け
た

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
16
歳
以
上
の
市
民
千

人
（
無
作
為
に
抽
出
）
を
対
象
に
実
施
し
、

回
答
率
28
・
７
％
と
な
る
２
８
７
人
の
市

民
に
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
人
口
減
少

を
克
服
し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の

方
向
性
」
と
「
人
口
の
社
会
減
の
抑
制
に

向
け
た
施
策
」、「
人
口
の
自
然
減
の
抑
制

に
向
け
た
施
策
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
を
設

人
口
減
少
・
地
方
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
トけ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
む
べ
き
だ
と
思

う
項
目
を
３
つ
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

市
で
は
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
幅

広
い
意
見
を
参
考
に
、
人
口
動
向
や
産
業

実
態
な
ど
を
踏
ま
え
た
「
地
方
版
総
合
戦

略
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

連
載　

地
域
創
生
⑦

　

市
で
は
︑「
地
方
版
総
合
戦
略
︵
平
成
27
～

31
年
︶」
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
︑
27
年
５
月
８
日
か
ら
５
月
22
日
ま
で

の
期
間
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
︒

留萌市

総
合
戦
略
策
定
に
向
け
て

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

【アンケート結果について】
　②「地域産業の振興や起業、新産業誘致による雇用を確保
する取り組み」に回答者の 168 人（58.5％）が回答し、次
いで⑤「結婚や出産・子育てが安心して希望がかなえられる
取り組み」に 145 人（50.5％）が取り組むべきと回答して
います。
　年代別では、雇用の確保（選択項目①、②）は全ての年代
が取り組むべきと考えていることが分かりました。また、結
婚・子育てに関しては、20歳代、30歳代の回答割合が高い
ことが分かりました。

①「１次産業の振興と担い手確保、６次産業化による雇用を創出する取り組み」
②「地域産業の振興や起業、新産業誘致による雇用を確保する取り組み」
③「移住や定住、ＵＩＪターンなどによる社会減を抑制する取り組み」
④「賑わいと魅力のある商店街をつくるための取り組み」
⑤「結婚や出産・子育てが安心して希望がかなえられる取り組み」
⑥「健康でいきがいを持って暮らせる健康づくりや社会教育の取り組み」
⑦「地域資源（食や自然など）を活用した観光振興の取り組み」
⑧「歴史・文化やスポーツ、学びの環境を充実させる取り組み」
⑨「その他」

「人口減少を克服し、住みよいまちづくりへの方向性」

選

択

項

目

「人口の社会減の抑制に向けた施策」

「人口の自然減の抑制に向けた施策」

200

150

100

50

0
① 　 ②  　③ 　 ④ 　 ⑤ 　 ⑥  　⑦ 　 ⑧  　⑨

●全体・男女別（人） 男性

女性

全体

61

61

73

89

34

52

38

72

60

83

24
36

32
43

4 11 1213

127

168

90
114

145

63
76

16
26

●年代別の思考（％）
項　目
10 歳代

20 歳代

30 歳代

40 歳代

50 歳代

60 歳代

70 歳～

①  ②  ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

【アンケート結果について】
　⑥「若者、高齢者、障がい者が活躍できる雇用の創出」に
回答者の 157 人（54.7％）が回答し、次いで②「起業、新
産業誘致への支援などチャレンジしやすい環境の整備、連携」
に 144 人（50.2％）が取り組むべきと回答しています。
　年代別では、40歳代以上の年代で起業などがしやすい環
境の整備を求めている傾向にあります。一方で、若い年代は
今すぐ活躍できる環境や将来も活躍できる環境を求めている
ということが分かりました。

選

択

項

目

●年代別の思考（％）
項　目
10 歳代

20 歳代

30 歳代

40 歳代

50 歳代

60 歳代

70 歳～

①  

13.8 23.2 11.0 10.5 13.8 18.2 7.7 1.7

②  ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

11.5 18.9 9.8 10.7 12.3 26.2 9.8 0.8

13.6 22.7 0.09.1 9.1 18.2 9.118.2

①「移住・定住の情報発信や、移住体験施設の整備と地域（人）環境」

②「起業、新産業誘致への支援などチャレンジしやすい環境の整備、連携」

③「ＵＩＪターン支援の充実と情報発信の強化」

④「産業の付加価値向上など地域産業の競争力強化」

⑤「新規就農、就業者への総合的支援」

⑥「若者、高齢者、障がい者が活躍できる雇用の創出」

⑦「子どもの教育環境（学校数、学級数、ＩＣＴ利活用等）の充実」

⑧「その他」

6.9 6.9 10.3 10.3 31.0 24.1 3.46.9

12.3 12.3 7.7 6.2 16.9 18.5 1.524.6

19.0 8.6 15.5 14.7 19.8 6.0 1.714.7

23.0 7.4 10.8 14.9 25.7 6.8 2.09.5

【アンケート結果について】
　④「子育て、教育における経済的な負担の軽減」に回答者
の 165 人（57.5％）が回答し、次いで③「育児休業の取得
や再就職支援など、妊娠・出産後の働き続きられる環境整備」
に 157 人（54.7％）が取り組むべきと回答しています。
　いずれの年代も子育て世代への負担の軽減・充実を求めて
いる傾向にあります。また、健康や介護予防などの充実に
よる自然減対策を求めている割合は、アンケート回答者の
27.9％となっています。

選

択

項

目

200

150

100

50

0
　 ①   　 ②   　 ③   　 ④ 　   ⑤  　  ⑥   　 ⑦ 　  

●全体・男女別（人） 男性
女性
全体

46

51

28
40

56

100

73

87

38

69

31

46

2 1

103

71

157 165

80
108

3

●年代別の思考（％）
項　目
10 歳代

20 歳代

30 歳代

40 歳代

50 歳代

60 歳代

70 歳～

①  ②  ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

①「結婚につながる出会いの場・機会の創出」

②「妊娠・出産・子育てに関する相談体制の充実」

③「育児休業の取得や再就職支援など、妊娠・出産後の働き続けられる環境整備」

④「子育て、教育における経済的な負担の軽減」

⑤「放課後児童クラブなど安心して仕事ができる環境の充実と保育環境の充実」

⑥「健康の維持や介護予防など、健康づくりによるいきがいづくり」

⑦「その他」
※全体数は性別無記入者回答を含みます。

※各項目で端数処理しているため、合計が合わない場合もあります。

200

150

100

50

0
    ①　   ② 　  ③ 　  ④　   ⑤  　 ⑥  　 ⑦　  ⑧　  

●全体・男女別（人） 男性
女性
全体

35

48

64

74

22
38

40
36

40

56

59

93

23

47

85

144

63
76

157

98
72

※全体数は性別無記入者回答を含みます。

※各項目で端数処理しているため、合計が合わない場合もあります。

15
6 8

※全体数は性別無記入者回答を含みます。

※各項目で端数処理しているため、合計が合わない場合もあります。

［人口の社会減とは］
転出者数が転入者数を上回り減少することです。

［人口の自然減とは］
死亡者数が出生者数を上回り減少することです。

選択項目

選択項目

選択項目

【質問】「人口減少を克服し、将来にわたって住みよい留萌を維持していくために、取り組むべきことは何だと思いますか」【質問】「人口の自然減の抑制に向けた取り組みを行うとき、どういったところに力を入れるべきだと思いますか」

【質問】「人口の社会減の抑制に向けた取り組みを行うとき、どういったところに力を入れるべきだと思いますか」
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　市では、アンケート結果を反映し、「笑顔でイキイキと
活力あふれるマチづくり」に取り組んでいます。

市・政策調整課　　４２‐１８０９

平成 27 年度
市民アンケート集計結果

問

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

施
策
の
効
果
な
ど
を
調
査

　

市
は
、「
誇
り
と
満
足
を
目
指
す　

み

な
と
ま
ち
留
萌
」
を
全
体
テ
ー
マ
に
第
５

次
留
萌
市
総
合
計
画
（
平
成
19
年
度
～
28

年
度
）
を
推
進
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に

取
り
組
み
、
24
年
４
月
か
ら
後
期
５
カ
年

の
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
市
の
仕
事
が
皆

さ
ん
の
暮
ら
し
な
ど
に
ど
の
よ
う
な
成
果

や
効
果
を
出
せ
た
の
か
を
判
断
し
、
仕
事

の
内
容
な
ど
を
見
直
し
て
い
く
た
め
、
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

27
年
度
の
調
査
も
、
次
の
と
お
り
行
い

ま
し
た
。（
図
１
、２
）

　

平
成
27
年
度
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

満
足
度
が
高
い
上
位
項
目
は
昨
年
度
同

様
、「
あ
な
た
は
、
健
康
管
理
に
気
を
つ

け
て
い
ま
す
か
？
」
が
84
・
４
％
と
最
も

高
く
、
次
に
「
留
萌
は
、
ご
み
を
減
ら
し

リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
て
い
る
ま
ち
だ
と
思

い
ま
す
か
？
」
が
高
い
と
い
う
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
（
図
３
）。
特
に
「
あ
な

た
は
、
健
康
管
理
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す

か
？
」
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
80
％
を

超
え
て
お
り
、
る
も
い
健
康
の
駅
の
事
業

な
ど
に
よ
り
、
健
康
へ
の
意
識
が
定
着
し

て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

満
足
度
が
昨
年
度
よ
り
上
が
っ
た
上
位

項
目
の
う
ち
、「
留
萌
市
は
、
健
全
な
財

政
運
営
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？
」

は
昨
年
度
比
３
・
３
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ

て
お
り
、「
新
・
留
萌
市
財
政
健
全
化
計
画
」

の
最
終
年
度
に
よ
る
市
民
の
関
心
の
高
さ

が
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
不
満
を
感
じ
て
い
る
割
合
が
多

か
っ
た
項
目
で
は
、「
あ
な
た
は
、
ま
ち

の
中
心
部
に
に
ぎ
わ
い
が
あ
り
、
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
機
能
が
充
実
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
か
？
」
が
90
・
５
％
と
昨
年
度
同
様
、

ワ
ー
ス
ト
１
と
な
り
ま
し
た
。

▲図３　市民アンケートの上位項目

平成 27 年度　市民アンケート

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

順　位 調査項目 数　値
（昨年度比）

市民の満足度ランキング・トップ 10満足度が昨年度より上がった
ランキング・トップ３

不満の割合が多かった
ランキング・ワースト３

健
康
へ
の
意
識
が
定
着

中
心
部
の
に
ぎ
わ
い
が
課
題

※年代別では、「70 歳～」が最も多く、次いで「60
　歳代」、「50 歳代」と続きます。昨年度と比べ
　ると「20 歳代」、「30 歳代」がそれぞれ減少し
　ています。特に「30 歳代」は前年度比－５. ３
　ポイントとなっています。
※居住歴は、「20 年以上」の割合が昨年度同様、
　最も多いという結果となっています。

「あなたは、健康管理に気をつけていますか？」

「留萌は、ごみを減らしリサイクルに努めている
まちだと思いますか？」

「留萌は、海や山など自然と調和がとれたまち
だと思いますか？」

「あなたは、留萌の文化・歴史を大切にしたい
と思いますか？」

「あなたは、地元産品であることを意識して
買い物をしていますか？」

「留萌の広報誌は、読みやすくわかりやすいと
思いますか？」

「あなたは、留萌のまちなみ（景観・景色・眺め）
はすばらしいと思いますか？」

「あなたは、留萌市役所や職員を信頼していま
すか？」

「留萌の生活道路は、日常を生活するうえで必要
最小限の除雪がされていると思いますか？」

「あなたは、税や使用料などの市民負担につい
て、理解していますか？」

84.4％
（－ 1.2 ポイント）

70.0％
（－ 5.4 ポイント）

69.4％
（＋ 1.5 ポイント）

65.6％
（－ 6.1 ポイント）

59.6％
（＋ 1.3 ポイント）

53.6％
（－ 3.6 ポイント）

50.2％
（＋ 2.0 ポイント）

46.7％
（－ 1.2 ポイント）

40.9％
（－ 0.9 ポイント）

36.9％
（＋ 1.0 ポイント）

（昨年度１位）

（　同　２位）

（　同　４位）

（　同　３位）

（　同　５位）

（　同　６位）

（　同　７位）

（　同　８位）

（　同　９位）

（　同　11 位）

①「留萌市は、健全な財政運営をして
　いると思いますか？」

　26.7％（昨年度比 ＋ 3.3 ポイント）

①「あなたは、非常用持出袋を準備し
　ていますか？」

　29.1％（　同　比 ＋ 3.3 ポイント）

③「留萌は、子育てしやすいまちだと
　感じますか？」

　22.2％（　同　比 ＋ 2.7 ポイント）

①「あなたは、まちの中心部ににぎわいが
　あり、商業・サービス機能が充実している
　と思いますか？」

　90.5％（昨年度比 － 1.2 ポイント）

②「あなたは、留萌の商店街に魅力を
　感じますか？」

　89.4％（　同　比 ＋ 2.7 ポイント）

③「あなたは、老後の暮らしに不安や
　心配を感じますか？」

　83.3％（　同　比 － 1.7 ポイント）

▲図２　回答結果

男　性
女　性

無回答

合　計

人数（人） 昨年度比（人）
－ ７

－ 18

＋ ３

－ 22

121
169

11

301

割合（％）
40.2
56.1

3.7

100.0

■　年　代　別

10 歳代
20 歳代
30 歳代
40 歳代
50 歳代
60 歳代
70 歳～
無回答

0　 　     25　       50　     　75　     　100（人）

10
15

28
50
52

60
78

8

■　居　住　歴
0             25           50           75          100        125         150（人）

5 年未満

  5 年以上 10 年未満

10 年以上 20 年未満

20 年以上

生まれてからずっと

無回答

14

34

24

115

94

20

■　性　別

▲図１　実施内容

【 実 施 内 容 】

■調査対象　満 16 歳以上の市民　1000 人
　（住民基本台帳より無作為に抽出）

■調査期間　平成 27 年５月８日～ 22 日
■調査方法　郵送による配布および回収
■調査内容　市民の満足度調査　   51 問
　　　　　　市の仕事の優先度調査　76 問

【 回 答 結 果 】

■回答件数　　　301 件（昨年度比　－ 22 件）　
■回答率　　　　30.1％



6広報るもい　平成 27(2015) 年 ■８月号7 広報るもい　平成 27(2015) 年 ■８月号

　
「
市
の
仕
事
の
優
先
度
」
調
査
で
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
中
心
市
街
地
の
再
生
」
が
53
・
２
％
と

最
も
高
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま

す
。（
図
４
）

　

ま
た
、
昨
年
同
様
、
上
位
３
項
目
に
は
、

「
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
中
心
市
街
地
の
再
生
」

「
信
頼
さ
れ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」

「
効
率
的
な
除
排
雪
」
が
入
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
地
域
医

療
の
充
実
、
冬
場
の
市
民
生
活
な
ど
に
対

す
る
期
待
や
要
望
が
、
高
い
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
度
は
11
位
で
、
ト
ッ
プ

10
圏
外
で
あ
っ
た
「
地
場
産
品
の
消
費
拡

大
」
が
、
昨
年
度
よ
り
９
・
９
ポ
イ
ン
ト

増
の
49
・
２
％
で
４
位
に
入
っ
て
お
り
、

「
地
産
地
消
」
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.e-rum
oi.

jp/

）
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

平成 27 年度　市民アンケート

１
１
３
４
５
６
７
８
９
10

数　値（前年度比）

市の仕事の優先度ランキング・トップ 10

▲図４　「市の仕事の優先度」の上位項目

大まかな市の仕事順　位 　今年は、住みよい地域を実感できる「人情港町留萌」を目指し、「留萌おもいやり・おもてなし物語」をテー
マに、「新たな戦略による地域経済の活性化」「自然とともに生きる健康市民の構築」「マチの安心安全と賑
わいの創出」「健やかな子どもを育てる未来への約束」「留萌港利活用に向けた魅力発信」の５つの柱に基づ
いて市政運営に取り組んでいます。
　市民アンケートには、５つの柱に関する設問項目もあり、平成 27 年度の満足度は、下記のとおりの結果
となっています。市は、市民満足度をさらに向上させるように今後も取り組んでいきます。

今年のテーマは「留萌おもいやり・おもてなし物語」

上
位
３
項
目
は
変
わ
ら
ず

地
場
産
品
の
消
費
拡
大
に
期
待

細かな市の仕事
「都市機能の充実」 53.2％「にぎわいのある中心市街地の再生」

「安心できる地域医療の充実」 「信頼される医療サービスの提供」

「市民生活の基盤づくり」 「効率的な除排雪」

「地産地消と一次産業の推進」 「地場産品の消費拡大」

「地域産業の育成と支援」 「雇用・労働の確保」

「子どもの育成と支援」 「子育て支援」

「地域産業の育成と支援」 「魅力ある商店街の再生」

「安心できる地域医療の充実」 「地域医療の充実」

「地域福祉の充実」 「高齢者福祉の充実」

「魅力の再発見と創造」 「新たな観光・イベントの創造」

（－ 0.4 ポイント）

53.2％（＋ 0.9 ポイント）

52.8％（－ 0.8 ポイント）

49.2％（＋ 9.9 ポイント）

47.2％（＋ 2.6 ポイント）

43.5％（＋ 3.9 ポイント）

43.2％（＋ 1.1 ポイント）

42.9％（－ 1.1 ポイント）

42.5％（＋ 1.0 ポイント）

40.9％（±     0 ポイント）

（昨年度１位）

（　同　３位）

（　同　１位）

（　同　11 位）

（　同　４位）

（　同　10 位）

（　同　６位）

（　同　５位）

（　同　７位）

（　同　８位）

▲農業・福祉連携６次産業化支援事業

「あなたは、市役所が地域の産業を育成し支援していると思いますか？」

「あなたは、地元産品であることを意識して買い物をしていますか？」

①新たな戦略による地域経済の活性化

▲地域医療の中核を担う市立病院

「あなたは、市役所が行う健康維持や増進のための取組に満足していますか？」

「あなたは、高度な医療を提供する中核病院（市立病院）があることに満足し
ていますか？」

②自然とともに生きる健康市民の構築

▲多くの方が参加した留萌市市民防災訓練

「留萌は、火災や事故などに備えがあり、安心できるまちだと思いますか？」

「あなたは、留萌の商店街に魅力を感じますか？」

③マチの安心安全と賑わいの創出

▲「こどもの日」に開催したワイワイ賑わい
　子ども広場

「留萌は、地域ぐるみで子どもを育成し、支援しているまちだと思いますか？」

「留萌は、子育てしやすいまちだと感じますか？」

④健やかな子どもを育む未来への約束

▲輸出する間伐材の積み込み作業（留萌港）

「留萌は、港を活かしたまちづくりが進められていると思いますか？」

「あなたは、留萌港に魅力や親しみを感じますか？」

⑤留萌港利活用に向けた魅力発信
■「お年寄りが入る施設が少ないと聞いています。皆さん困っているようですので、利用料などが手ご
　ろな施設を増やせないでしょうか。自分の将来に不安を感じます。お年寄りにも優しいマチを目指し
　ていただきたいと考えています」
■「子どもたちのための施設の充実と温水プールやスキー場の再開を望みます」
■「民間企業の経営能力などを生かしたマチづくりを期待します」
■「留萌産品のブランド化を願っています。余談ではありますが、市役所１階窓口の職員の対応が素晴
　らしくて感動しました。これからも職員の皆さんの頑張りに期待しています」

「留萌のマチづくりや将来についてのご意見」より
※皆さんから貴重なご意見を多数いただきました。（回答数 301 件のうち、記述 67 件）

（一部抜粋）

26.4％（昨年度比 － 5.8 ポイント）満足度

59.6％（ 　同　比 ＋ 1.3 ポイント）満足度

31.0％（昨年度比 － 8.6 ポイント）満足度

30.4％（　同　比 － 3.1 ポイント）満足度

30.8％（昨年度比 － 0.6 ポイント）満足度

  2.7％（　同　比 － 1.4 ポイント）満足度

23.7％（昨年度比 － 5.8 ポイント）満足度

22.2％

（　同　比 ±     0 ポイント）

満足度

16.0％（昨年度比 － 3.4 ポイント）満足度

18.6％

（　同　比 ＋ 2.7 ポイント）

満足度
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　平和祈念事業を通じ、将来の日本を担う子どもたちに、
平和の大切さと尊さをあらためて伝えていきましょう。

市・総務課　　４２‐１８０１

戦争のない平和な未来を
願って

問

悲
劇
「
三
船
殉
難
事
件
」

教
訓
を
胸
に
平
和
を
願
う

　

終
戦
か
ら
70
年
を
迎
え
た
現
在
も
、
世

界
各
地
で
争
い
が
絶
え
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
た
ち
は
、
過
去
の
悲
惨
な
出
来

事
を
教
訓
と
し
、
平
和
へ
の
努
力
を
一
層

強
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

終
戦
ま
も
な
く
の
昭
和
20
年
８
月
22

日
、
樺
太
（
サ
ハ
リ
ン
）
か
ら
引
き
揚
げ

る
避
難
民
を
乗
せ
た
三
船
が
、
小
樽
方
面

に
航
行
中
に
旧
ソ
連
軍
の
潜
水
艦
の
魚
雷

攻
撃
を
受
け
、
１
７
０
８
人
の
尊
い
命
が

犠
牲
に
な
る
「
三
船
殉
難
事
件
」
が
起
き

ま
し
た
。

　

攻
撃
を
受
け
た
三
船
は
、「
小
笠
原
丸
」

が
増
毛
沖
、「
泰
東
丸
」
が
鬼
鹿
沖
で
そ

れ
ぞ
れ
沈
没
し
、「
第
２
新
興
丸
」
は
留

萌
港
に
た
ど
り
着
い
た
も
の
の
大
破
し
た

状
態
で
、
傷
つ
い
た
船
体
は
傾
き
、
船
上

の
惨
状
は
目
を
覆
う
も
の
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
当
時
、
留
萌
町
警
防
団
や
警
察
署

の
ほ
か
、
多
く
の
町
民
が
遺
体
の
収
容
や

埋
葬
、
生
存
者
の
救
護
に
当
た
っ
た
と
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

犠
牲
者
の
慰
霊
碑
は
、
平
成
７
年
に
市

が
千
望
台
に
建
設
し
、
そ
の
後
、
22
年
に

市
民
有
志
に
よ
っ
て
海
の
ふ
る
さ
と
館
隣

接
の
岬
緑
地
に
移
設
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

今
で
も
多
く
の
人
が
訪
れ
、
平
和
へ
の
願

い
と
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
恒
久
の
平
和
や
核
兵
器
の
廃
絶

を
願
い
、昭
和
59
年
に
下
記
の
と
お
り「
平

和
都
市
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

８
月
15
日
の
「
終
戦
記
念
日
」
に
ち
な
み

毎
年
８
月
に
「
留
萌
市
平
和
祈
念
式
典
」

を
は
じ
め
、記
録
映
画
上
映
会
や
資
料
展
、

パ
ネ
ル
展
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
平
和
へ
の
祈
り
を
後
世
に
つ
な
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
で
は
、

今
年
も
左
記
の
と
お
り
関
連
事
業
を
展
開

し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
平
和
の
大
切
さ

を
伝
え
る
義
務
を
忘
れ
ず
、
平
和
の
た
め

に
祈
り
、
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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　留萌市は次のとおり平和都市となることを宣言する。

留萌市平和都市宣言

　真の平和を希
ききゅう

求することは、人類共通の願いであり、この崇
すうこう

高な理想実現のため、常に努力を続け
て行かなければならない。私たち市民は、今日の緊張した国際情勢を認識し、我が国の非核三原則の
堅
け ん じ

持はもとより、核戦争の脅威を排除するため、地球上から永久に核兵器が廃絶されることを強く願
うものである。
　ここに留萌市は恒久の平和を願い幸せな市民生活を守る決意を表明し、非核平和都市を宣言する。

昭和 59 年５月３日
　※希求：願い求めること　　崇高：何も比較できない偉大さ　　堅持：かたく守って他に譲らないこと

▼戦没者や戦争犠牲者の追悼に合わせ、戦争の悲惨さを後世に伝え、平和の
大切さをあらためて思い起こしていただきたいという願いを込めた式典です。
　ご遺族の方だけではなく、多くの皆さんの参列をお願いします。
　　８月 17 日　　13：00 ～
　　中央公民館講堂
※参列する方は、午後０時 50 分までに受け付けしてください。

▼昭和 20 年８月、２発の原子爆弾が投下され、一瞬にして 21 万人以上の人命が奪われました。
　パネル展を通じ、平和の大切さや尊さ、戦争の悲惨さをあらためて考えてみませんか。
　　　　①７月　 日　 ～ 31 日　 　るもいプラザまちなか賑わい広場（休館日を除く）
　　　　②８月　 日　 ～ 14 日　 　保健福祉センターはーとふる１階ロビー（土・日曜を除く）
　　　　③８月　 日　 　　　　　　「留萌市平和祈念式典」会場内（中央公民館講堂）

▼平和への願いを込めた千羽鶴の募集を一年を通して行っています。
　　下記の施設内にある折り鶴専用ポストに投函してください。
　　市役所／保健福祉センターはーとふる／るもい健康の駅／市立病院
※集まった折り鶴は、「留萌市平和祈念式典」にささげたあと、広島市
　「原爆の子の像」へ平和の願いを込めて贈ります。

▼市立留萌図書館では、樺太引揚船「小笠原丸」
の殉難を描いたアニメ「戦争が終った夏に」、「三
船殉難事件」に関する証言などをまとめたド
キュメンタリー「慟

どうこく

哭の証言」の上映会を開き
ます。
●「戦争が終った夏に」（74 分）
　　８月９日　 10：30 ～／ 16 日　 13：30 ～
●「慟

どうこく

哭の証言」（70 分）
　　８月９日　 13：30 ～／ 16 日　 10：30 ～

▼戦争の悲惨さや当時の過酷な生活などが記された
図書の展示・貸出を行います。
　　８月２日　 ～ 27 日　  （休館日を除く）
　　市立留萌図書館ホール
　　展示図書：「留萌沖の悲劇」「樺太終戦秘話　三船殉難の
　　　　　　　　　記録」「月刊ダン（昭和 50 年８月号終戦特集：
　　　　　　　　　留萌沖に消えた千七百人）」など

▼下記の日程でサイレンを吹鳴します。平和への願いを込め、１分間の
黙とうをお願いします。
●「全国戦没者追悼式」　　　　８月　  日　 12：00 ～
●「留萌市平和祈念式典」　　　８月　  日　 13：00 ～
●「北海道戦没者追悼式」　　　９月　  日　 12：00 ～

平和の集い「留萌市平和祈念式典」（戦没者・殉難者追悼式）

「平和の折り鶴」を募集

原爆資料展「広島・長崎原爆パネル展」

「アニメ・記録映画上映会」 「平和資料展　平和への祈り
～今に伝える戦争の悲劇～」

ご協力を
お願いします

日
所

     市立留萌図書館  　  ４２- ２３００問

内

21
３
17

日 所

日

日

日
所
内

15
17
３

日
日
日

　　市・総務課　　  ４２- １８０１問

　　市・総務課　　  ４２- １８０１問

▲三船殉難事件慰霊碑（岬緑地）

「
留
萌
市
平
和
祈
念
式
典
」

平
和
へ
の
祈
り
を
後
世
に
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　留萌市交通安全女性指導員は、子どもたちの登下校の安全を
守るため、さまざまな活動に取り組んでいます。

市・総務課　　５６‐５００５

留萌市交通安全女性指導員の
活動を紹介します

問

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
を

10
人
が
見
守
っ
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
幼
児
や
児
童
な
ど
歩
行
者
の

交
通
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、
留
萌
市
交

通
安
全
女
性
指
導
員
を
委
嘱
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
10
人
の
留
萌
市
交
通
安
全
女
性
指

導
員
が
留
萌
、
東
光
、
緑
丘
、
潮
静
、
港

北
の
市
内
５
小
学
校
の
各
通
学
路
を
そ
れ

ぞ
れ
担
当
し
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
を

見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

留
萌
市
交
通
安
全
女
性
指
導
員
は
、
５

小
学
校
の
登
下
校
に
合
わ
せ
、
午
前
７
時

半
と
午
後
２
時
の
２
回
、
そ
れ
ぞ
れ
１
時

間
、
担
当
す
る
学
校
区
で
街
頭
指
導
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

街
頭
指
導
活
動
で
は
、
交
差
点
や
横
断

歩
道
を
歩
く
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見

守
っ
て
い
る
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
が
交
通

安
全
意
識
を
し
っ
か
り
と
持
つ
た
め
の
指

導
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
留
萌
警
察
署
や
関
係
団
体
と
連

携
し
、
交
通
安
全
教
室
や
街
頭
啓
発
活
動

な
ど
を
行
っ
て
、
皆
さ
ん
に
交
通
安
全
意

識
の
向
上
や
注
意
喚
起
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。　

　

特
に
交
通
安
全
教
室
で
は
、
寸
劇
や
腹

話
術
、ク
イ
ズ
な
ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
信
号
や
道
路
標

識
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
な
ど
に
つ
い

て
「
楽
し
く
、
分
か
り
や
す
く
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

交
通
事
故
の
発
生
を
防
ぐ
に
は
、
歩
行

者
や
自
転
車
利
用
者
、
走
行
す
る
ド
ラ
イ

バ
ー
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
、
交
通
安
全
の
意

識
を
し
っ
か
り
と
持
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。
交
通
事
故
が
起
き
な
い
安
心
・
安
全

の
マ
チ
づ
く
り
を
一
緒
に
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

　

広報るもい　平成 27(2015) 年 ■８月号

街
頭
指
導
︑
交
通
安
全
教
室

交
通
事
故
の
防
止
に
尽
力

11 広報るもい　平成 27(2015) 年 ■８月号

▲図１　市内５小学校担当の各留萌市交通安全女性指導員

　夏
なつやす

休みには、自
じ て ん し ゃ

転車に乗
の

ったり、遠
とお

くに遊
あそ

びに行
い

ったりする機
き か い

会が

多
おお

くなりますので、交
こ う つ う じ こ

通事故に遭
あ

わないように気
き

を付
つ

けましょう。

　この時
じ き

期は、車
くるま

の交
こうつうりょう

通量がいつもより増
ふ

えます。横
お う だ ん ほ ど う

断歩道や交
こ う さ て ん

差点

では、必
かなら

ず立
た

ち止
ど

まって安
あんぜん

全を確
かくにん

認しましょう。

指
し ど う い ん

導員若
わかまつ

松　育
い く こ

子

児 童 の 皆 さ ん へ

▲交通安全教室（平成 27 年６月２日・沖見保育園）

潮静小学校 担当

櫛
く し い

井    博
ひ ろ こ

子　指導員

●

●

●

●

東光小学校 担当

  若
わかまつ

松    育
い く こ

子　指導員

  河
かわうち

内    香
か お り

織　指導員

●

緑丘小学校 担当

木
き む ら

村  知
ち え み

恵美　指導員

  小
こ た に

谷    昌
しょうこ

子　指導員

留萌小学校 担当

対
つ し ま

馬  加
か な こ

奈子　指導員   鳴
な る み

海    智
ち え

恵　指導員

  齊
さいとう

藤    純
じゅんこ

子　指導員

港北小学校 担当

矢
や が わ

川  恵
え み こ

美子　指導員

  佐
さ と う

藤    深
み ゆ き

雪　指導員

じ　　　  どう みな
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　保育所の運営や下水処理場の維持管理、介護保険制度などの
行政サービスは、公課により賄われています。

市・税務課　　４２‐１８０４

公課の納付義務と滞納者
への対応について

問

公
課
は
公
共
的
な
負
担
金

滞
納
者
に
は
差
押
え
を
執
行

　

公
課
と
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
徴

す
る
租
税
で
、
国
税
・
地
方
税
を
含
ま
な

い
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
的
な
負
担
金
な
ど
を

い
い
ま
す
。

　

市
の
公
課
に
は
、
保
育
料
、
下
水
道
使

用
料
、
下
水
道
受
益
者
負
担
金
、
介
護
保

険
料
、
港
湾
施
設
使
用
料
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
が
あ
り
ま
す
。

　

公
課
も
市
税
な
ど
と
同
じ
く
納
付
義
務

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
滞
納
し
た
場

合
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
い
る
多

く
の
皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、

財
産
調
査
の
う
え
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処

分
を
行
い
、
所
有
し
て
い
る
財
産
を
金
銭

に
換
え
、
滞
納
し
て
い
る
公
課
に
充
て
て

整
理
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
滞
納
処
分
を
行
う
と
生
活
困

窮
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
の
滞
納
処

分
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
執

行
停
止
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

市
で
は
、
悪
質
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な

い
滞
納
者
へ
の
対
応
を
さ
ら
に
強
化
し
て

い
き
ま
す
。
公
課
や
市
税
な
ど
は
、
忘
れ

ず
に
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
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《 保育料 》《 下水道使用料 》

《 下水道事業受益者負担金 》《 介護保険料 》

《 港湾施設使用料 》《 後期高齢者医療保険料 》
▼安定した保育所の運営のため、運営経費は国や
地方公共団体が負担しているほか、受益者である
保護者もその一部を保育料として負担していただ
いています。
●保育料を滞納した場合の対応
①納期限が過ぎた滞納者に対し、「督促状」を送
　付します。
　↓
②督促状送付後も納付や相談が無い場合は、「催
　告書」を送付します。
　↓
③催告書に応じない悪質滞納者には、「差押え予
　告書（警告文）」、さらに「差押え通告書（最終
　通告文」を送付し、それでも相談が無い場合は、
　児童手当支払い分から保育料を直接徴収（特別
　徴収）するほか、差押えを執行します。
　

▼下水処理場は、生活排水などを浄化し、きれい
にしてから海や川に流すための施設です。下水道
使用料は、下水処理場の運転や下水管の補修など
の費用として使われています。
●下水道使用料を滞納した場合の対応
　下水道使用料は、水道料金と合わせて徴収して
いることから、悪質滞納者に対しては、「給水停
止予告書（警告文）」を送付します。
　一定期間経過しても反応が無い場合は、「給水
停止決定通告書（最終通告文）」を送付し、それ
でも相談が無ければ、給水停止を行います。
　下水道使用料の納付書払いの場合は、市内の金
融機関（郵便局を除く）および契約のある全国の
コンビニエンスストアで納付することができま
す。また、口座振替もできますので、忘れずに納
期限までに納めましょう。
　

▼船舶が、留萌港に入港した際に、港湾施設使用料
がかかります。使用料には、入港料、けい船料、用
地使用料、占用料などがあります。徴収した使用料
は、港湾の維持管理・整備費などに充てられます。
　使用料の納期限は、使用許可日の翌月末日となり、
指定の金融機関で納付することができます。
●港湾施設使用料を滞納した場合の対応
①納期限が過ぎた滞納者に対し、「督促状」を送
　付します。
　↓
②督促状送付後も納付や相談が無い場合は、「催
　告書」を送付します。
　↓
③催告書に応じない悪質滞納者には、「差押え予
　告書（警告文）」、さらに「差押え通告書（最終
　通告文」を送付し、それでも相談が無い場合は
　差押えを執行します。

▼下水道事業受益者負担金は、公共下水道にかかわ
る事業に要する費用の一部として使われています。
●下水道事業受益者負担金を滞納した場合の対応
①納期限が過ぎた滞納者に対し、「督促状」を送
　付します。
　↓
②督促状送付後も納付や相談が無い場合は、「催
　告書」を送付します。
　↓
③催告書に応じない悪質滞納者には、「差押え予
　告書（警告文）」、さらに「差押え通告書（最終
　通告文」を送付し、それでも相談が無い場合は
　差押えを執行します。
　受益者負担金の納付は、年４回の５年分割となり
ますが、一括払いの申し出も可能です。市の指定金
融機関または収納代理金融機関をご利用ください。　
　口座振替での納付も可能です。

▼ 40 歳以上の方は、介護保険の加入が義務付け
られています。また、介護保険の財源の半分は、
加入者が納める介護保険料で賄われています。
●介護保険料を滞納した場合の対応
①納期限が過ぎた滞納者に対し、「督促状」を送
　付します。
　↓
②督促状送付後も納付や相談が無い場合は、「催
　告書」を送付します。
　↓
③催告書に応じない悪質滞納者には、「差押え予
　告書（警告文）」、さらに「差押え通告書（最終
　通告文」を送付し、それでも相談が無い場合は
　差押えを執行します。
　介護保険料を滞納してしまうと、介護サービス
を利用する際に介護サービス費用の全額負担や３
割負担になる場合があります。

▼後期高齢者医療保険は、75 歳以上の方や 65
歳から 74 歳までの方で一定の障がいを持つ方を
対象にした保険制度です。これにより、納めた保
険料額にかかわらず、同程度の医療を受けること
ができます。
●後期高齢者医療保険料を滞納した場合の対応
①納期限が過ぎた滞納者に対し、「督促状」を送
　付します。
　↓
②督促状送付後も納付や相談が無い場合は、「催
　告書」を送付します。
　↓
③催告書に応じない悪質滞納者には、「差押え予
　告書（警告文）」、さらに「差押え通告書（最終
　通告文」を送付し、それでも相談が無い場合は
　差押えを執行します。
　

　　市・教育委員会子育て支援課　　
　　４２- １８０８
問　　市・上下水道課　　

　　４２- ５１５１
問　　市・経済港湾課 　　

　　４２- １８４０
問　　市・市民課 　　

　　４２- １８０５
問

　　市・上下水道課　　
　　４２- ２０４９
問　　市・介護支援課（はーとふる内） 　　

　　４９- ６０７０
問



留 萌 市 議 会 だ よ り

1415

もくじ

第　　　　号留萌市議会だより

議会
こんにちはこんにちはこんにちはこんにちはこんにちはこんにちはこんにちは

です

117

Ｐ14

Ｐ15

Ｐ16～17

Ｐ18～20

Ｐ21

広報常任委員会を新たに設置。組織力を
アップし、活動を拡大します。

　留萌市議会は、16 人の新しい議員による市議会組織を確立し、常任委員会もこれまでの
第一・第二常任委員会に加え、広報常任委員会を新たに設置しました。これまでの広報特
別委員会の活動を拡大、委員８人体制で組織力をアップし、わかりやすい議会を目指します。

　留萌市議会広報常任委員会は、留萌市議

会基本条例第７条「広報・広聴活動」に基

づき、議会活動の基本となる「市民にわか

りやすく・開かれた議会」を実現するため、　

情報の公開と説明責任を柱とし、留萌市議

会だより、議会ホームページやお知らせ掲

示板、一般質問等のラジオ放送など、多様

な手段を用いて効果的に情報を発信してい

きます。

　委員会活動は、「議会広報作業班」と「お

知らせ掲示板・ＨＰ作業班」に分かれて行

います。

　　　・　　　・　　　・　　　・　　　・　　　・　　　・　　　・　　　・　　　・　　　・　　　・　　　

な
く
な
っ
た
と
し
て
、
そ
の
金
額
を
消

滅
さ
せ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
市
の
不

能
欠
損
は
前
年
度
に
比
べ
て
市
税
で
は

千
五
百
七
十
四
万
円
の
減
、
国
民
健
康

保
険
税
が
六
百
十
六
万
円
の
減
で
し
た

が
、
総
体
的
に
長
引
く
景
気
低
迷
が
大

き
く
影
響
し
、
厳
し
い
納
税
環
境
に
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
呂
　
照
　
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
川
　
口
　
宏
　
和

　
　
　
　
　
　
　
　
土
　
田
　
悦
　
也

　
　
　
　
　
　
　
　
澤
　
井
　
篤
　
司

　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
倉
　
靖
　
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
鵜
　
城
　
雪
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
野
　
敏
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
村
　
上
　
　
　
均　

　

五
月
二
十
五
日
開
催
の
第
一
常
任
委

員
会
に
お
け
る
主
な
内
容
を
報
告
し
ま

す
。

︻
地
域
振
興
部
︼

　

農
業
を
核
と
し
た
産
業
創
出
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
つ
い
て

　

旧
幌
糠
小
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
二
棟
を
建
て
て
養
液

栽
培
を
取
り
入
れ
、
通
年
で
栽
培
が
で

き
る
花
き
や
野
菜
な
ど
の
栽
培
試
験
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
畿
大
学
の
協
力
を
得
て
、

バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
の
製
造
技
術
を
生
か

し
、
資
源
循
環
型
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
、

廃
材
や
間
伐
材
、
も
み
殻
な
ど
市
内
に

あ
る
燃
料
の
実
用
化
に
向
け
た
試
験
を

実
施
す
る
な
ど
新
技
術
を
導
入
し
、
農

業
の
新
た
な
担
い
手
の
確
保
の
ほ
か
、

障
が
い
者
の
就
労
の
研
修
に
つ
な
げ
て
、

地
域
の
農
産
物
を
活
用
し
た
加
工
品
の

開
発
な
ど
、
集
落
の
活
性
化
の
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

︻
総
務
部
︼

　

平
成
二
十
六
年
度　

市
税
・
国
民
健

康
保
険
税
の
不
納
欠
損
に
つ
い
て

　
「
不
納
欠
損
」
と
は
、
生
活
に
困
っ
た

り
、
ど
こ
に
引
っ
越
し
た
か
分
か
ら
な

い
な
ど
の
理
由
で
支
払
い
が
で
き
ず
に

税
金
を
滞
納
し
て
し
ま
い
、
徴
収
で
き

第
一
常
任
委
員
会
か
ら
の
報
告

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
二
十
八
年

度
以
降
の
開
設
に
つ
い
て
市
民
の
意
見

を
集
約
し
、
方
向
性
を
秋
頃
ま
で
に
検

討
し
ま
す
。

　

常
任
委
員
会
と
し
て
は
、
全
面
開
設

の
際
の
予
算
な
ど
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

基
に
協
議
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
村
　
山
　
ゆ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
本
　
　
　
茂

　
　
　
　
　
　
　
　
笠
　
原
　
昌
　
史

　
　
　
　
　
　
　
　
燕
　
　
　
昌
　
克

　
　
　
　
　
　
　
　
戸
　
水
　
美
保
子

　
　
　
　
　
　
　
　
珍
　
田
　
亮
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
崎
　
良
　
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
本
　
守
　
正

　

五
月
二
十
二
日
開
催
の
第
二
常
任
委

員
会
に
お
け
る
主
な
内
容
を
報
告
し
ま

す
。

︻
市
民
健
康
部
︼　

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導
入
事
業

に
伴
う
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託

料
四
百
十
万
四
千
円
の
追
加
補
正
に
つ

い
て

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
は
、
国
民

一
人
ひ
と
り
が
十
二
桁
の
個
人
番
号
︵
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
︶
を
持
つ
こ
と
で
、
複
数

の
機
関
に
存
在
す
る
個
人
の
情
報
を
同

一
の
方
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、

社
会
保
障
や
税
、
災
害
対
策
の
分
野
で

個
人
情
報
を
適
切
に
把
握
す
る
こ
と
を

目
的
に
国
が
導
入
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
の
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
料

と
し
て
、
民
生
費
の
追
加
補
正
に
つ
い

て
議
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

︻
教
育
委
員
会
︼

　

平
成
二
十
七
年
度
留
萌
市
温
水
プ
ー

ル
「
ぷ
る
も
」
の
開
設
に
つ
い
て

　

七
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で︵
土

日
曜
・
祝
日
を
除
く
︶
二
十
五
ｍ
プ
ー

ル
に
限
定
し
、
学
校
プ
ー
ル
授
業
専
用

と
し
て
開
設
し
ま
す
。
一
般
開
放
は
、

七
月
二
十
七
日
か
ら
八
月
十
九
日
ま

で
。
時
間
は
、
十
時
か
ら
十
五
時
ま
で

で
す
。

第
二
常
任
委
員
会
か
ら
の
報
告

▲学校授業専用として開設する温水プール
　「ぷるも」

板「議会かわら版」を毎月

１回、市役所、公民館、図

書館、市立病院、るもいプ

ラザ、はーとふる、健康の

駅に設置しています。また、

議会ホームページの運営お

よび管理を担います。

委  員  長

委　　員

委　　員

委　　員

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

鵜　城　雪　子

土　田　悦　也

川　口　宏　和

村　山　ゆかり

笠　原　昌　史

米　倉　靖　夫

戸　水　美保子

坂　本　守　正

　【議会広報作業班】は、留萌市議会だより「議会

です　こんにちは」を５月、８月、11 月、２月の

年４回発行するための編集作業を行います。

　今号は、議員 16 人が今後４年間の抱負をコメン

トした議場内の議席図を紹介します。

　【お知らせ掲示板・ＨＰ作業班】は、お知らせ掲示

▲ビニールハウスで栽培試験（イメージ写真）

▲広報常任委員会委員

委
員
長
　
　
　
　

副
委
員
長

委

員
　
　
　
　
　

委

員
　
　
　
　
　

委

員
　
　
　
　
　

委

員
　
　
　
　
　

委

員
　
　
　
　
　

委

員
　
　
　
　
　

委
員
長
　
　
　
　

副
委
員
長

委

員
　
　
　
　
　

委

員
　
　
　
　
　

委

員
　
　
　
　
　

委

員
　
　
　
　
　

委

員
　
　
　
　
　

委

員
　
　
　
　
　

・各常任委員会からの報告

・特集��市民を代表する16人の今後
　4年間の抱負

・第２回定例会一般質問項目

・こんなことが決まりました
・連載��議会あの日あのとき　ほか

・広報常任委員会を新たに設置。組織力を
��アップし、活動を拡大します。
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※議席順

　市議会では、多くの皆さんのお越しをお待ちしています。議場は、市役所本庁舎３階にあり、
傍聴席入口前の受付で、住所・氏名を記入するだけで、簡単に傍聴することができます。
　また、団体などで傍聴されるときは、座席数に限りがありますので、あらかじめ議会事務
局（電話 42-1907）までご連絡ください。 

超
高
齢
化
社
会
と
な
り
、
介
護
、

予
防
、
医
療
、
生
活
支
援
等
の
福

祉
行
財
政
の
充
実
、
考
え
る
力
を

伸
ば
す
教
育
、
環
境
施
策
。

議員 珍田　亮子11

安
心
安
全
で
、
住
民
自
ら
が
行
動

を
起
こ
し
、
産
業
・
教
育
・
福
祉
・

環
境
・
医
療
の
充
実
し
た
地
域
の

形
成
を
目
指
し
ま
す
。

議員  燕　　昌克５

市
民
誰
も
が
思
い
描
く
こ
と
の
で

き
る
未
来
像
、
地
域
が
寄
り
添
い

な
が
ら
生
活
が
で
き
る
「
第
６
次

総
合
計
画
」
策
定
を
。

議員 土田　悦也１

地
域
創
生
は
一
過
性
の
事
業
補
助

で
は
な
く
、
自
主
自
立
の
エ
ン
ジ

ン
造
り
。
経
営
視
点
で
マ
チ
の

捲け
ん
ど
ち
ょ
う
ら
い

土
重
来
を
期
し
て
い
き
た
い
。

議員 澤井　篤司２

地
域
環
境
の
整
備
や
安
心
で
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
、
子
育
て
環
境
の

充
実
を
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
生

か
し
て
、全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

議員 鵜城　雪子６

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
市
民

に
わ
か
り
や
す
く
、
開
か
れ
た
議

会
運
営
を
目
指
し
、
ふ
る
里
再
生

に
全
力
投
球
を
致
し
ま
す
。

議員 野崎　良夫12

基
幹
産
業
の
振
興
、
医
療
・
福
祉
・

介
護
・
教
育
・
文
化
の
充
実
に
努

め
、
正
規
に
働
く
場
を
増
や
す
こ

と
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

議員 坂本　　茂13

産
業
、
福
祉
、
教
育
な
ど
様
々
な

視
点
で
、
留
萌
な
ら
で
は
の
地
方

創
生
を
目
指
し
誰
も
が
安
心
し
て

住
め
る
街
づ
く
り
を
目
指
す
。

議員 川口　宏和７

市
民
の
声
、
ま
ち
の
動
き
、
国
の

動
向
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
幸
せ

を
感
じ
る
留
萌
の
未
来
を
創
造
す

る
た
め
、
全
力
で
活
動
し
ま
す
。

議員 村山ゆかり14

財
政
健
全
化
を
推
進
し
、
急
激
に

進
む
人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
た

施
策
、
交
流
人
口
拡
大
を
様
々
な

角
度
か
ら
検
討
し
活
動
し
ま
す
。

議員 小野　敏雄８

社
会
保
障
の
充
実
、
産
業
の
育
成

と
雇
用
創
出
、
教
育
環
境
の
整
備

等
高
齢
者
、
子
ど
も
ま
で
安
心
し

た
暮
ら
し
が
出
来
る
街
づ
く
り
を
。

議員 坂本　守正15

経
済
雇
用
の
活
性
化
、人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
策
、
防

災
対
策
な
ど
だ
れ
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
留
萌
を
目
指
し
ま
す
。

議員 野呂　照幸９

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
大
切

に
し
常
に
同
じ
目
線
で
、
よ
り
暮

ら
し
や
す
い
マ
チ
づ
く
り
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
た
い
。

議員 笠原　昌史３

前
浜
活
性
化
を
基
盤
と
し
た
１
次

産
業
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。
子

ど
も
が
選
択
で
き
親
が
安
心
し
て

応
援
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

議員 米倉　靖夫４

市
民
の
皆
様
の
お
声
を
力
に
、
皆

が
願
っ
て
い
る
「
ず
っ
と
住
み
た

い
元
気
な
留
萌
市
」
を
作
る
た
め

に
全
力
で
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

議員 戸水 美保子10

財
政
健
全
化
達
成
後
も
予
算
の
更

な
る
「
見
え
る
化
」、
地
場
産
業　

の
活
性
化
、
防
災
弱
者
対
策
、
地

域
医
療
充
実
な
ど
に
取
組
み
ま
す
。

議員 村上　　均16

市民を代表する16人の今後４年間の抱負市民を代表する16人の今後４年間の抱負

傍聴席

質問席

　一般質問で
　一議員に与えられる
　時間は 80 分間です。

　主に一般質問の
　「一問一答」の際に
　理事者に対して
　質問する場所です。

傍聴をお待ちしています！
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財
政
の
健
全
化
と
地
域
経

済
の
安
定
・
活
性
化
に
つ
い
て

　
創
生
事
業
は
、
国
の
支
援
も
あ

り
チ
ャ
ン
ス
と
同
時
に
、
二
度
目

は
な
い
と
の
覚
悟
も
必
要
。
両
輪

で
あ
る
財
政
と
経
済
の
包
括
的
理

解
が
欠
か
せ
な
い
。
市
財
政
を
市

民
が
評
価
し
や
す
い
企
業
会
計
に

合
わ
せ
た
新
地
方
公
会
計
財
務
四

表
に
よ
る
開
示
と
、
明
快
な
代
表

指
標
（
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
）
の
設
定

が
必
要
。
こ
の
指
標
と
し
て
、
公

会
計
と
企
業
会
計
の
安
定
分
析
に

共
通
の
「
純
資
産
比
率
」
の
推
移

開
示
を
提
案
す
る
。

　
市
の
近
年
の
人
口
減
は
等
比
数

列
で
は
な
く
等
差
で
減
少
し
て
お

り
、
手
を
打
た
な
け
れ
ば
、
国
の

試
算
を
六
年
早
め
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
こ
こ
十

年
の
法
人
市
民
税
も
人
口
減
の
二

倍
の
ス
ピ
ー
ド
で
急
落
し
て
お

り
、
対
策
は
急
務
。
留
萌
市
の
将

来
の
人
口
想
定
と
現
状
の
経
済
分

析
を
伺
い
た
い
。
人
口
一
人
増
あ

た
り
の
歳
入
増
を
、
人
口
対
策
財

源
の
参
考
値
と
し
て
お
聞
き
し
た

い
。

　「
地
方
か
ら
の
定
住
希
望
者
に

対
し
て
の
定
住
促
進
策
」、「
ふ
る

さ
と
納
税
増
加
の
た
め
の
特
産
品

選
定
、生
産
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
」、「
高

規
格
道
路
利
用
者
の
中
心
市
街
地

へ
の
誘
導
策
」
を
短
期
の
経
済
活

性
対
策
と
し
て
提
案
す
る
が
、
市

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　

広
報
誌
や
決
算
資
料
な
ど

も
含
め
て
市
民
に
分
か
り
や
す
い

開
示
方
法
が
あ
る
の
か
研
究
し
た

い
。

事
業
実
施
は
冬
期
間
と
な
り
厳
し

い
条
件
で
あ
る
が
、
積
極
的
な
活

用
を
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
総
合
戦
略
は
人
口
減
少

問
題
の
克
服
、
地
域
創
生
を
目
的

と
し
た
計
画
で
あ
る
。
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計

で
は
、
二
〇
四
〇
年
に
は
留
萌
市

の
人
口
は
一
万
三
千
六
百
七
十
人

ま
で
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
人
口
減
少
を
い
か
に
緩

和
し
て
い
く
か
が
重
要
で
あ
る
。

今
年
度
か
ら
第
六
次
総
合
計
画
策

定
へ
の
準
備
を
進
め
、
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
や
総
合
戦
略
の
考
え
を
反

映
し
た
も
の
に
な
る
と
考
え
る
。

　
　
　

学
校
の
情
報
活
用
と
安
全

確
保
に
つ
い
て

　
文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
「
情

報
活
用
能
力
調
査
」
結
果
に
つ
い

て
、
課
題
も
含
め
て
ど
の
よ
う
に

受
け
取
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
各

小
中
学
校
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
整
備
を
早
急
に
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
通
学
路
に

お
け
る
交
通
安
全
点
検
の
結
果
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　

調
査
の
内
容
は
、「
情
報

活
用
の
実
践
力
」「
情
報
の
科
学

的
な
理
解
」「
情
報
社
会
に
参
画

す
る
態
度
」
の
三
つ
の
観
点
に
つ

い
て
出
題
さ
れ
た
。
調
査
結
果
と

　
　
　
子
ど
も
の
人
権
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て

　
留
萌
市
で
は
子
ど
も
の
人
権
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
Ｃ
Ａ
Ｐ
事

業
を
導
入
し
て
い
る
が
、
そ
の
実

澤
井
　
篤
司
　
議
員

（
萌
政
会
）

し
て
複
数
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
情

報
を
見
つ
け
出
し
、
関
連
付
け
る

こ
と
な
ど
に
課
題
が
あ
り
、
留
萌

市
の
小
中
学
校
で
も
同
様
の
傾
向

が
あ
る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
デ
ジ
タ
ル
教
材
活
用

推
進
事
業
の
モ
デ
ル
校
以
外
の
五

校
に
計
画
的
に
整
備
し
た
い
。

　

道
路
管
理
者
が
ま
だ
対
応
し
て

い
な
い
三
カ
所
の
う
ち
一
カ
所
は

今
年
度
対
応
す
る
。
過
去
五
年
間

に
通
学
路
で
は
三
人
の
子
ど
も
が

学
校
生
活
へ
の
支
障
は
な
か
っ
た

が
、
人
身
事
故
に
よ
る
被
害
に

あ
っ
て
い
る
。
今
後
も
関
係
機
関

と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

施
状
況
を
伺
い
た
い
。

　
近
年
は
十
代
の
子
ど
も
た
ち
の

間
に
も
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
被
害
の
話

を
聞
く
が
、
人
権
意
識
向
上
の
た

め
の
教
育
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　

平
成
十
四
年
度
か
ら
社
会

教
育
事
業
と
し
て
子
ど
も
へ
の
暴

力
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
Ｃ
Ａ
Ｐ
事

業
を
導
入
し
た
。
十
九
年
度
か
ら

は
学
校
教
育
事
業
と
し
て
小
学
校

全
校
で
実
施
し
、
二
十
四
年
度
か

ら
は
中
学
校
に
も
拡
大
し
た
。

　

小
学
四
年
生
と
中
学
一
年
生

を
対
象
に
し
て
い
る
が
、
年
度

に
よ
っ
て
学
年
を
組
み
合
わ
せ

て
行
う
こ
と
も
あ
る
。
昨
年
度

は
小
学
三
年
生
と
中
学
三
年
生
、

計
二
百
五
十
人
、
教
職
員
な
ど

七
十
二
人
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

学
ん
だ
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
寸
劇
や

話
し
合
い
な
ど
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

を
通
し
て
暴
力
防
止
の
具
体
的
な

対
処
法
を
学
び
、
身
を
守
る
た
め

の
行
動
の
選
択
肢
を
広
げ
、安
心
・

自
信
・
自
由
と
い
う
三
つ
の
権
利

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
で

全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
本
来
持
っ

て
い
る
「
生
き
る
力
」
を
引
き
出

す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
。
分
か
り
や
す
く
効
果
が

あ
る
学
習
な
の
で
、
今
後
も
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

平
成
27
年  

第
２
回
定
例
会

坂
本
　
　
茂
　
議
員

（
無
会
派
）

戸
水 

美
保
子
　
議
員

（
留
萌
公
明
党
）

問
一

答
一

▲デジタル教材を活用した授業

野
呂
　
照
幸
　
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

　
　
　
地
方
創
生
「
総
合
戦
略
」

策
定
に
つ
い
て

　
政
府
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
き
、
年
度

内
に
地
方
創
生
「
総
合
戦
略
」
策

定
を
指
示
、
交
付
金
に
よ
る
財
政

支
援
を
打
ち
出
し
た
。

　
地
域
の
創
生
は
、
地
元
の
産
業

を
振
興
し
、
人
々
が
豊
か
に
生
活

し
、
継
承
し
持
続
す
る
う
え
で
土

台
を
な
す
も
の
。
人
口
減
少
問
題

は
一
体
の
課
題
で
あ
り
、
今
日
の

留
萌
に
あ
っ
て
は
、
地
域
の
産
業

振
興
と
安
定
し
た
雇
用
を
確
保
す

る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
医
療
・
福
祉
の
充
実
と
合
わ
せ

子
育
て
の
環
境
整
備
、
文
化
・
観

光
資
源
の
拡
充
等
総
合
的
課
題
を

盛
り
込
ん
だ
真
の
「
留
萌
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
創
る
。
策
定
に
当
た
っ
て
は
広

く
市
民
の
声
を
取
り
入
れ
る
こ

と
。

　
産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
製
材

工
場
の
検
討
も
加
え
た
森
林
・
林

業
・
林
産
業
の
振
興
と
働
き
口
増

大
。
留
萌
市
独
自
の
「
新
規
就
農

者
支
援
事
業
」
の
拡
充
。

▲創生と持続を目指すなら、企業
　（戦略）会計で改革を

　

人
口
は
今
年
度
策
定
す
る
総
合

戦
略
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

推
計
の
数
字
を
上
回
る
計
画
に
な

る
。
人
口
一
人
増
加
し
た
場
合
の

歳
入
増
は
約
十
三
万
円
と
予
想
し

て
い
る
。
経
済
対
策
と
し
て
は
、

第
一
次
産
業
に
目
を
向
け
、
第
六

次
産
業
ま
で
が
連
携
し
て
観
光
に

結
び
つ
け
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。

　

定
住
促
進
策
と
し
て
土
地
な
ど

の
優
先
提
供
は
総
合
戦
略
の
策
定

を
進
め
る
な
か
で
研
究
し
た
い
。

　
　
　

地
域
内
循
環
経
済
を
目
指

す
基
本
条
例
策
定
に
つ
い
て

　
財
源
が
域
外
に
流
出
せ
ず
、
域

内
に
循
環
さ
せ
る
理
念
と
仕
組
み

が
な
い
と
、
活
性
化
は
実
現
し
な

い
。創
生
事
業
の
検
討
と
同
時
に
、

地
域
内
循
環
経
済
を
目
指
す
産
業

振
興
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
た

取
り
組
み
を
強
く
希
望
す
る
が
い

か
が
か
。

　
　
　

す
で
に
市
で
策
定
し
て
い

る
条
例
に
つ
い
て
も
、
適
宜
一
部

改
正
は
行
っ
て
は
き
て
い
る
も
の

の
、
策
定
し
て
か
ら
年
月
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

見
直
し
も
含
め
て
先
進
地
の
状
況

を
参
考
に
し
、
基
本
条
例
の
制
定

に
向
け
て
調
査
・
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問
二

答
二

問
一

　
　
　
地
方
創
生
交
付
金
の
活
用

等
に
つ
い
て

　
地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
の
う

ち
、
ま
だ
配
分
先
が
決
ま
っ
て
い

な
い
「
上
乗
せ
交
付
分
」
三
百
億

円
に
つ
い
て
、
国
は
先
進
的
な
提

案
を
行
っ
た
自
治
体
に
対
し
、
優

先
的
に
配
分
す
る
と
い
う
方
針
を

示
し
て
い
る
が
、
留
萌
市
は
申
請

を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
既
存
の
総
合
計
画
や
個

別
計
画
を
地
方
版
総
合
戦
略
の
理

念
や
考
え
方
を
踏
ま
え
た
も
の

に
、
見
直
す
考
え
が
あ
る
の
か
伺

い
た
い
。

　
　
　

国
の
交
付
金
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
タ
イ
プ
Ⅰ
と
タ
イ
プ
Ⅱ
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
交
付
決
定
は
十
月

下
旬
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

問
一

答
一

問
二

答
二

問
一

答
一

　
文
化
・
観
光
で
は
、
黄
金
岬
周

辺
整
備
、
国
指
定
重
要
有
形
民
俗

文
化
財
「
旧
留
萌
佐
賀
家
漁
場
」

の
整
備
な
ど
も
盛
り
込
む
こ
と
。

　
子
育
て
し
た
く
な
る
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
、
温
水
プ
ー
ル
「
ぷ
る

も
」
の
全
面
再
開
、
全
天
候
型
で

土
・
日
・
祝
日
も
親
子
で
遊
べ
る

施
設
の
建
設
な
ど
、
文
字
通
り
留

萌
の
新
た
な
創
生
を
目
指
す
「
総

合
戦
略
」
策
定
を
考
え
る
べ
き
と

思
う
が
い
か
が
か
。

　
　
　

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る

に
は
働
く
場
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
基
本
に
立
っ
て

「
地
方
創
生
る
も
い
市
民
会
議
」

を
中
心
に
進
め
る
。
提
案
さ
れ
た

中
に
は
難
し
い
と
思
う
も
の
も
あ

る
が
、
市
民
・
関
係
者
・
議
会
の

意
見
を
聞
い
て
考
え
た
い
。

　
　
　

災
害
弱
者
対
策
に
つ
い
て

　
災
害
対
策
基
本
法
は
、
市
町
村

長
に「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」

作
成
と
関
係
団
体
へ
の
提
供
を
義 ▲整備が望まれる「旧留萌佐賀家漁場」

答
一

問
二

務
付
け
て
い
る
。
自
主
防
災
組
織

と
民
生
委
員
へ
の
提
供
と
有
効
活

用
は
極
め
て
大
切
な
課
題
で
あ
る

が
、
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
」
は
自
主
防
災
組
織
で
の
活
用

が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
民
生
委
員

へ
の
提
供
は
こ
れ
か
ら
積
極
的
に

お
願
い
し
、
講
習
な
ど
も
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

人
権
意
識
向
上
に
つ
い
て
は
多

様
性
を
認
め
合
い
、
自
分
も
他
の

人
も
大
切
に
で
き
る
児
童
生
徒
を

教
育
活
動
全
般
を
通
じ
育
成
し
て

い
く
。

　
　
　

奨
学
金
貸
付
事
業
の
現
状

に
つ
い
て

　
日
本
学
生
支
援
機
構
が
行
っ
た

調
査
か
ら
、
雇
用
条
件
の
悪
化
か

ら
奨
学
金
の
返
済
に
苦
慮
し
て
い

る
人
が
増
え
て
い
る
実
態
が
見
て

と
れ
る
。

　
留
萌
市
に
お
い
て
も
奨
学
金
貸

付
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
貸

付
の
現
状
と
返
済
滞
納
の
場
合
の

市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　

留
萌
市
の
奨
学
金
貸
付

事
業
は
昭
和
三
十
四
年
に
開

始
さ
れ
、
以
来
五
十
六
年
間
で

二
百
二
十
四
人
の
学
生
に
貸
付
け

さ
れ
て
き
た
。

　

現
在
、
十
八
人
が
返
済
中
で
返

済
が
遅
れ
が
ち
な
方
に
対
し
、
平

成
二
十
五
年
度
に
制
定
し
た
滞
納 ▲潮静小学校で開かれたＣＡＰ事業

問
二

答
二

答
二



留 萌 市 議 会 だ よ り

2021

明
。
統
廃
合
に
関
し
て
は
、
学
校

が
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
存
在

で
、
住
民
の
不
安
は
十
分
認
識
し

て
お
り
、
地
域
の
理
解
が
な
け
れ

ば
強
引
に
進
め
る
も
の
で
は
な
い

と
話
し
た
。
地
域
と
の
懇
談
に
つ

い
て
、
港
北
小
で
二
十
四
年
十
二

月
、
北
光
中
で
二
十
五
年
三
月
に

言
う
と
こ
ろ
の
「
カ
マ
ド
の
大
き

さ
」
で
あ
り
、
家
族
が
増
え
る
よ

う
で
あ
れ
ば
部
屋
数
も
間
取
り
も

考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
子

ど
も
達
が
独
立
し
た
ら
暖
房
費
・

除
雪
費
が
少
な
く
て
済
む
家
屋
に

し
よ
う
と
思
う
の
が
当
た
り
前
で

「
ま
ち
づ
く
り
、
ま
ち
の
経
営
」

に
お
い
て
も
同
じ
だ
と
思
う
。
ま

た
、
そ
の
根
幹
と
な
る
基
礎
デ
ー

タ
を
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
（
社
人
研
）
の
デ
ー
タ
に

依
拠
す
る
の
は
何
故
か
。
地
方
の

特
質
実
情
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
声
も
あ
る
。
留
萌
は
留
萌

な
り
の
推
計
・
想
定
を
も
っ
て
策

定
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が

考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　

市
は
社
人
研
の
人
口
推
計

よ
り
上
回
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
す

る
。
こ
の
デ
ー
タ
は
あ
く
ま
で
も

人
口
抑
制
策
の
取
り
組
み
が
無
い

場
合
の
数
値
で
あ
る
。

配
置
計
画
の
説
明
会
を
開
き
意
見

を
い
た
だ
い
た
。

　

今
後
の
児
童
生
徒
数
の
推
移
、

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
参
考
に
配

置
計
画
を
検
証
す
る
。
地
域
住
民

等
と
も
協
議
を
重
ね
、
理
解
を
得

な
が
ら
、
二
十
八
年
度
に
保
護
者

や
学
校
に
説
明
す
る
予
定
。

　
　
　

留
萌
港
三
泊
地
区
に
お
け

る
火
力
発
電
所
立
地
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
六
年
度
留
萌
商
工
会

議
所
事
業
計
画
の
重
点
項
目
に

「
火
力
発
電
所
立
地
へ
の
調
査
・

研
究
」
が
盛
り
込
ま
れ
、
留
萌
開

発
建
設
部
が
「
留
萌
港
に
お
け
る

石
炭
火
力
発
電
所
立
地
の
可
能
性 ▲統廃合が予定される港北小学校

度
と
な
く
こ
の
「
コ
ン
パ
ク
ト
・

シ
テ
ィ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画

の
目
標
と
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、

二
十
四
年
に
策
定
さ
れ
た
「
第
五

次
総
合
計
画
」
の
「
後
期
戦
略
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
後
期
五
年
間
に
お
い

て
「
都
市
計
画
」
で
は
中
心
市
街

地
の
復
活
を
目
指
し
「
土
地
利
用

の
誘
導
や
規
制
を
検
討
し
て
い

く
」
と
明
文
化
さ
れ
た
が
ど
う

い
っ
た
形
で
施
策
さ
れ
た
の
か
。

市
民
・
行
政
・
市
議
会
に
お
い
て

確
た
る
共
通
認
識
が
あ
っ
た
の

か
、
第
六
次
総
合
計
画
策
定
を
前

に
市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
「
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
」

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
全
国
的
に

議
論
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
っ
て

内
閣
調
査
室
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と

約
六
割
以
上
の
人
は
、
あ
ま
り
賛

成
で
は
な
い
と
い
う
結
果
が
出
て

い
る
。
換
地
な
ど
に
つ
い
て
は
大

変
微
妙
な
部
分
が
あ
り
、
市
が
積

極
的
に
街
中
に
土
地
を
買
い
求
め

て
い
く
と
い
う
こ
と
は
厳
し
い
も

の
が
あ
る
。
老
朽
施
設
な
ど
を
建

て
替
え
る
時
点
に
お
い
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　

将
来
的
想
定
人
口
に
つ
い

て　
都
市
計
画
等
策
定
に
あ
た
っ
て

最
も
重
要
な
基
礎
的
数
値
が
「
想

定
人
口
」
で
あ
り
、
我
々
庶
民
の

土
田
　
悦
也
　
議
員

（
萌
政
会
）

　
　
　
港
北
地
区
の
小
中
学
校
に

つ
い
て

　
平
成
二
十
三
年
七
月
に
策
定
さ

れ
た
留
萌
市
小
中
学
校
適
正
配
置

計
画
に
よ
る
と
港
北
小
と
北
光
中

が
二
十
九
年
度
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ

統
廃
合
さ
れ
る
予
定
。
今
年
三
月

上
旬
に
元
町
地
区
連
合
町
内
会
と

港
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
か
ら
、
廃
校
後
の
地
域

衰
退
に
対
す
る
不
安
事
項
が
述
べ

ら
れ
た
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。

こ
の
要
望
書
へ
の
対
応
を
お
聞
き

し
た
い
。

　
市
小
中
学
校
適
正
配
置
計
画
を

進
め
る
た
め
に
、
保
護
者
・
地
域

住
民
と
の
共
通
理
解
を
深
め
る
た

め
の
協
議
懇
談
の
場
が
必
要
。
こ

れ
ま
で
の
懇
談
実
績
と
今
後
の
進

め
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　

要
望
書
を
受
け
取
っ
た

際
、
平
成
二
十
七
年
度
に
適
正
配

置
計
画
を
検
証
し
、
そ
の
後
に
校

区
地
域
と
懇
談
す
る
こ
と
を
説

　第２回定例会が９日間の会期で開催され、一般会計および特別会計補正予算、工事請負契約の締結などに
ついて審議しました。

こんなことが決まりました
第２回定例会　平成27年６月２日～10日

を
探
る
た
め
の
検
討
調
査
」
を

行
っ
た
が
、
調
査
結
果
を
お
聞
き

し
た
い
。

　
留
萌
港
利
活
用
を
推
奨
す
る
留

萌
市
と
し
て
、
こ
の
調
査
結
果
に

対
す
る
市
長
の
見
解
を
伺
い
た

い
。

　
　
　

留
萌
港
に
石
炭
火
力
発
電

所
を
建
設
す
る
優
位
性
と
し
て
、

三
泊
ふ
頭
背
後
の
用
地
を
有
効
活

用
で
き
、
砂
川
発
電
所
へ
の
陸
上

輸
送
コ
ス
ト
が
年
間
九
億
六
千
万

円
不
要
と
な
る
。
さ
ら
に
整
備
し

た
場
合
の
効
果
は
、
六
十
万
ｋ
ｗ

の
発
電
所
お
よ
び
送
電
線
建
設
で

約
千
四
百
四
十
億
円
の
新
規
需
要

に
よ
る
経
済
効
果
が
見
込
ま
れ
、

新
規
雇
用
が
発
生
。
外
部
か
ら
の

要
因
に
よ
る
地
域
内
消
費
が
見
込

ま
れ
る
。
今
後
の
電
力
需
要
の
動

向
、
国
の
動
き
を
注
視
し
、
慎
重

に
精
査
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
「
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ

化
」
へ
の
共
通
認
識
の
確
認
に
つ

い
て

　
平
成
十
四
年
策
定
の
「
留
萌
市

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」

の
中
で
初
め
て
「
コ
ン
パ
ク
ト
で

分
か
り
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
と

言
う
文
言
が
使
わ
れ
て
以
来
、
幾

▲留萌市街地（出典：国土交通
　省ホームページ）

問
一

答
一

問
二

答
二

問
一

答
一

問
二

答
二

【報　　告】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・留萌市土地開発公社の平成26年度決算に関する書類及び平成27年度事業計画に関する書類の提出について
　……………………………………………………………………………………………………ほか４件　　  了

【議　　案】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・平成27年度留萌市一般会計補正予算（第１号）（ 2,068万5,000円追加）
・平成27年度留萌市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）（ 654万3,000円追加）
・平成27年度留萌市港湾事業特別会計補正予算（第１号）（ 110万2,000円追加）
・工事請負契約の締結について（東光小学校整備事業　校舎耐震補強工事）…………………………原案可決
・留萌市監査委員の選任について（坂本守正議員選出）…………………………………………………同　　意

【意見書案】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・平成27年度北海道最低賃金改正等に関する意見書
・認知症への取り組みの充実強化に関する意見書
・農林水産業の輸出促進に向けた施策の拡充を求める意見書………………………………ほか２件　原案可決

整
理
事
務
処
理
要
項
に
基
づ
い
て

無
理
な
く
返
済
で
き
る
よ
う
に
相

談
し
て
進
め
て
い
る
。
全
員
が
誠

実
に
返
済
し
て
い
る
。
従
っ
て
現

在
の
方
法
で
事
業
を
進
め
て
い

く
。村

山
ゆ
か
り
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

０１６４・４２・１９０７（直通）
E-mail: rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp

０１６４・４３・６７００

　春に行われた留萌市議
会議員選挙から３カ月が
経ちました。今号から留
萌市議会だより「議会で
すこんにちは」は、新人
議員３人を含む４人の新
しい議会広報作業班によ
り編集を行います。
　この広報誌は、昭和
61年に第１号を発行し
て以来、先輩たちが幾度
と無く議論を重ね、今日
まで脈々と受け継がれて
きました。私たちもこの
歴史と伝統を受け継ぎつ
つ新たな挑戦に取り組ん
でいきます。
　これからも市民の皆さ
んに一層親しみを持って
読んでもらえるための工
夫や努力を怠らず、「市
民にわかりやすく・開か
れた議会」の実現のため
に尽力していきます。

（笠） ▲昭和30年代の議会風景

　今号から新たに、「議会あの日あのとき」の連載が始まり
ます。留萌市議会の過去からの移り変わりなどをご紹介して
いきます。第１回目は、留萌市議会議員定数についてです。
　留萌町が留萌市になった昭和22年（市政施行）、初代市長
に原田太八氏が就任。留萌市議会議長に就任された伊佐津和
平氏を筆頭に法定定数30人の議員でスタートしました。　
　今期 、議長に就任した野崎良夫氏は 、昭和49年に議員とな
り、議員歴37年、歴代18人目の議長となりました。
　30議席から現在の16議席に至るまでの変遷を知る現職議
員として、歴史を重んじ新しきを学ぶ厳しい姿勢で議会活動
に取り組んでいます。
　議員定数は「留萌市議会議員定数条例」で定めており、昭
和58年４月に28人、昭和62年４月に26人 、平成７年４月に
24人 、平成11年４月に22人 、平成15年４月に20人 、そし
て平成19年４月に16人と変わり、現在に至っています。

編集後記
１
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問い合わせ
電話　　　ファクス
ホームページ
メールアドレス
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問
FAX

ＨＰ
メール

日 所 対 定 費 内 申

今月も知っておきたい情報が満載です！

くらし   お知らせの

広報るもい　平成 27(2015) 年 ■８月号

▼お墓参りの際は、公共ルールとマナーを守りま
しょう。
　毎年８月 13 日から 15 日までの期間は、市営墓
地駐車場が大変混み合います。
　路上駐車は、交通障害やお墓参りをされる方の迷
惑となりますので、絶対にやめましょう。
※お墓参り後の供物などは、必ずお持ち帰りください。
　　市・環境保全課　　   ４２- １８０６

▼

※届出順 　　市・選挙管理委員会　　  ４２- １９０８問

暮らし ルールを守ってお墓参りしましょう

問

暮らし し尿収集業務について

▼し尿収集は、８月 14 日　 から 16 日 　まで休み
です。なお、８月17日　 からは、平常通りとなります。　
　収集の申し込みは、下記の委託事業者へ希望日の
３日前までにご連絡ください。
●留萌市し尿収集委託事業者
　㈲留萌清掃公社　（電話：42-1602）
　㈲衛生公社　　　（電話：42-1727）
　　市・環境保全課　　  ４２- １８０６問
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45 × 180

ビーチスポーツフェスティバル 2015 留萌大会ビーチスポーツフェスティバル 2015 留萌大会

海のふるさと館ラウンジコンサート

詳細は WEB で！
http://rumoi-rasisa.jp

入場無料
お問い合わせ　  
留萌観光協会
☎43-6817
( 海のふるさと館内 )

  ８月 16 日（日）10:30 ～  ８月 16 日（日）10:30 ～

フレッシュＬＩＶＥ！
8 月 15 日（土）14:00 ～
フレッシュＬＩＶＥ！
8 月 15 日（土）14:00 ～

各回 18:30 ～
会場：お勝手屋 萌
　　　（留萌市栄町 3 丁目）

海のふるさと館　夏休み工作教室
8 月 4 日（火）   9:45 ～
　　　　　　　13:00 ～
8 月 9 日（日）　9:45 ～
　　　　　　　11:30 ～

8 月 4 日（火）   9:45 ～
　　　　　　　13:00 ～
8 月 9 日（日）　9:45 ～
　　　　　　　11:30 ～

  8 月 3 日（月）
  9 月 7 日（月）
10 月 5 日（月）

  8 月 3 日（月）
  9 月 7 日（月）
10 月 5 日（月）

懐かしの留萌鑑賞会懐かしの留萌鑑賞会

ゴールデンビーチるもいは、
8 月 23 日（日）までやってるＭｏ！

共催：特定非営利活動法人留萌観光協会
　　　オロロンラインミュージックサポートクラブ

参加者希望者（手作りマリンアートは有料）は海のふるさと館まで

手作りマリンアートと人形劇
　手作りマリンアート
フラダンス体験教室

手作りマリンアートと人形劇
　手作りマリンアート
フラダンス体験教室

会場 : ゴールデンビーチるもい
詳しくは、http://beachsportsfestival.com/rumoi/ へ

入場無料

▼収集の申し込みは収集日２日前の 15：00 までに
お願いします。
●８月の粗大ごみ収集日

　・ 19 日　　大町、瀬越町、港町、明元町、幸町、本町
　・ 20 日　　寿町、礼受町、浜中町、沖見町、平和台
　・21 日　　見晴町、宮園町、錦町、開運町、栄町
　・26 日　　三泊町、塩見町、春日町、元町、船場町、
　　　　　　花園町、末広町、旭町
　・27 日　　住之江町、泉町、野本町、千鳥町、元川
　　　　　　　町、神居岩、堀川町、高砂町、五十嵐町
　・28 日　　東雲町、緑ケ丘町、南町、潮静、大和田、
　　　　　　 藤山町、幌糠町、中幌、樽真布、南幌、
　　　　　     峠下町、東幌

ご　み 「８月の粗大ごみ収集日」について

日 所

問 申 留萌南部衛生組合　　   ４３- ２５５５

暮らし

▼戦没者等のご遺族で、公務扶助料や遺族年金など
を受ける方がいない場合に、「第十回特別弔慰金」と
して額面 25 万円、5 年償還の記名国債が支給されま
す。請求期間は、平成 30 年 4 月 2 日までとなります。
　対象は、戦没者等の死亡当時のご遺族で、27 年 4
月 1 日（基準日）において、「恩給法による公務扶助
料」や「戦傷病者戦没遺族等援護法による遺族年金」
などを受ける方（配偶者など）がいない場合に、下
記の順番による先順位のご遺族１人に支給します。
　　支給対象者
　　① 27 年 4 月 1 日までに弔慰金の受給権を取得した方
　　②戦没者等の子 
　　③戦没者等の父母、孫、祖父母、兄弟姉妹
　　④上記以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、
　　　姪など）
　詳しくは、下記へお問い合わせください。　
　　市・社会福祉課　　  ４２- １８０７

「特別弔慰金の支給」について

問

暮らし ８月は「北方領土返還運動全国強調
月間」です

▼歯舞群島、色丹島、国後島、択捉島の北方四島（北
方領土）の祖国復帰は、戦後 70 年を迎える現在も
いまだに実現していません。市では、北方領土問題
への理解と関心を高め、早期返還への願いを実現す
るため、署名コーナーを設置しますので、皆さんの
ご協力をお願いします。
　　８月３日　 ～ 31 日　 （土・日曜を除く）
　　８：50 ～ 17：20
　　市役所１階市民ラウンジ
　　市・政策調整課  　　４２- １８０９問

日

公職の候補者の選挙運動に関する収入・支出の報告選　挙

所

候補者名

戸水美保子
笠原　昌史
村上　　均
野呂　照幸
土田　悦也
鵜城　雪子
燕　　昌克
野崎　良夫
川口　宏和
坂本　　茂
対馬　真澄
坂本　守正
村山ゆかり
澤井　篤司
珍田　亮子
小野　敏雄
米倉　靖夫

209,006
198,000
208,692
500,000

26,000
600,000
504,198

1,100,000
70,000

365,652
ー

287,000
60,000
94,000

185,000
ー

594,000

ー
700,000

ー
1,000,000

94,064
140,000

ー
ー

630,801
99,730

655,088
758,715
800,000
116,731

ー
763,306
300,000

209,006
898,000
208,692

1,500,000
120,064
740,000
504,198

1,100,000
700,801
465,382
655,088

1,045,715
860,000
210,731
185,000
763,306
894,000

ー
246,000

ー
662,000

12,000
35,000

141,250
400,000

70,000
98,000
30,000

425,000
ー

74,000
ー
ー

490,000

4,074
41,040
26,784

100,000
14,000

105,000
ー

98,909
80,000
14,000
56,407

111,000
114,912

20,000
ー

40,289
104,000

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

3,963
ー
ー

15,930
ー

7,917
ー

10,698
ー

7,000
11,949
36,932
29,106

ー
ー
ー
ー

ー
ー

10,000
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

187,883
177,335
173,520
305,855
221,399
316,007
224,995
302,615
436,320
328,535
412,301
305,855
482,058
232,598
316,655
320,975
176,958

153,344
248,600

39,120
123,120

50,000
237,060

50,000
209,320
276,480
101,730
163,080
203,580
231,000

50,000
ー

318,600
59,104

ー
216

7,058
2,406

ー
ー

432
18,940

ー
1,182

10,299
14,623
15,938

ー
5,071

ー
9,302

2,860
71,093
50,610

153,975
ー

21,601
204,750
105,000

ー
39,524
92,407
41,540

107,240
11,468

ー
83,442

3,629

23,202
16,850

6,000
40,419

ー
6,586

60,106
61,280
15,336
52,746
46,279
84,520
50,526

ー
21,300

ー
10,065

375,326
801,134
313,092

1,403,705
297,399
729,171
681,533

1,206,762
878,136
642,717
822,722

1,223,050
1,030,780

388,066
343,026
763,306
853,058

4,074
41,040
26,784

100,000
14,000

105,000
ー

98,909
80,000
14,000
56,407

111,000
114,912

20,000
ー

40,289
104,000

寄　附
収入の部　 支出の部　
その他の

収　入 合　計 人件費 家屋費
選挙事務所費 集合会場費 計 通信費 交通費 印刷費 広告費 文具費 食糧費 雑　費 合　計

対

▼このたび、任期満了に伴う留萌市議会議員選挙が行われ、今後４年間の市民の代表となる 16 人が選ばれ
ました。公職選挙法第 192 条第１項の規定により、選挙運動に関する収入・支出を報告します。

留萌市選挙管理委員会 委員長　尾田 一彦
●選挙の種類　平成 27 年４月 26 日執行　留萌市議会議員選挙　●選挙運動費用の法定制限　  2,812,800 円

（円）　 （円）　

暮らし
▼熱中症になると、体温調整がうまくできない状況
になり、体の中に熱がこもって、さまざまな症状に
襲われます。
　年齢を問わず、また病気を持っているかどうかに
かかわらず、誰でもがなりえるものです。そして、
熱中症の何よりも怖いところは、進行が速く、短時
間で重症化しやすいことです。
●熱中症の予防対策について
 ・こまめに水分補給！
　室内でも、外出時でも、のどの渇きを感じなくて 
　も、水分・塩分、経口補水液などを補給しましょう。
 ・暑さを避ける！
　室内温度を気にするようにしましょう。
　外では、直射日光を避けて日陰を選びましょう。
　通気性の良い衣服を着用し、保冷材などで、体を
　冷やすようにしましょう。
※次のような症状がある時は、夏の間はまず熱中症
　を疑い、体を冷やし、すぐに病院を受診してくだ
　さい。
 ・めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、筋肉のこむら
　返り、頭痛、吐き気、嘔

お う と

吐、倦
けんたいかん

怠感、虚
きょだつかん

脱感など
　　市・保健医療課（はーとふる内）   　   ４９- ６０５０問

熱中症に気をつけましょう
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家政婦さんをご紹介するために、家政婦さんと
して働いてみたい方の登録を受け付けています。

痛　み
出　血
はれに

家事のお手伝いからお年寄りの介護まで
皆さんの生活をサポートします

家政婦さんをご紹介します

江戸薬局
ハウスキーパーバンク留萌市錦町 3 丁目

☎42-0697 ☎42-0697お問い合わせは 

江戸薬局
グループ 

（江戸薬局内）

第  ②  類 医 薬 品飲んで治す痔のくすり
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▼被保険者の方に健康や医療に対する理解を深めてい
ただくため、医療費を半年ごとにまとめ、ご希望の方
に医療費通知を送付しています。次回は、９月（平成
27 年１月～６月の医療費を対象）に発行します。
　新たに発行をご希望の方は、下記へご連絡くださ
い。なお、この通知を確定申告などの「医療費控除」
の領収書の代わりとすることはできません。
　　市・市民課　　　４２- １８０５
　　北海道後期高齢者医療広域連合　 　011-290-5601
問

税・年金・保険
後期高齢者「医療費通知」の発行に
ついて

▼市では、平成 28 年度に採用する職員の採用試験
を実施します。
●募集区分（年齢要件※平成 28 年４月１日現在）
①初級事務職（30 歳以下の方）　
②上級事務職（34 歳以下の方）
※４年制大学卒業および卒業見込みの方は、初級事
　務職対象外となります。
③上級土木職（34 歳以下の方）　　若干名
④初級消防職（24 歳以下の方）　　１人
※初級消防職には、身長などの要件もあります。
　募集要件の詳細は、下記へお問い合わせいただく
か、市ホームページ（http://www.e-rumoi.jp/) をご
覧ください。
　　第１次試験　９月 26 日
　　（総合検査ＳＰＩ３（基礎能力、性格）・エント
　　リーシート・健康診断（初級消防職のみ））
　　第２次試験　10 月下旬
　　第３次試験　11 月中旬（初級消防職を除く）
　　８月 21 日 　まで（当日消印有効）
※実施要領および申込用紙は、下記で配布していま
　す。また、市ホームページからダウンロードする
　こともできます。
　　市・総務課　　　４２- １８０２問

その他 「留萌市職員採用試験」のご案内

問

▼父子または母子家庭などで、児童扶養手当を受給
している方に、毎年８月１日現在において、引き続
き手当を受給する要件があるかどうかを確認する

「現況届」の提出をお願いしています。
　　８月 3 日　 ～ 31 日 　（土・日曜を除く）　
　　８：50 ～ 17：20
　対象の方には書類を郵送します。期間内に現況届
の提出が無い場合、８月分以降の手当が受給できな
いこととなりますので、忘れずに市・教育委員会子
育て支援課へ提出してください。
　　市・教育委員会子育て支援課    　   ４２- １８０８

子育て 「児童扶養手当」現況届の提出に
ついて

日

問

学　ぶ

▼留萌産トマトをふんだんに使った「トマトジュー
ス」の料理講習会を開催します。
　　８月 30 日　 　9：00 ～
　　15 人
　　2,000 円
　　８月 18 日　 から 27 日　 までに下記へお申
　し込みください。（日曜を除く）
※当日はエプロン、キャップ（三角巾）をご持参
　ください。
　　風土工房こさえーる　　  ４３- ４５５６

「風土工房こさえーる料理講習会」の
ご案内

日
定
費
申

問

日

申

▼平成 28 年 3 月まで、下記の病院で特定健診を受
診することができます。かかりつけの病院などで、
年に 1 度の特定健診を受診しましょう。
　医療機関によっては、診療と同時に実施したり、
定期検査を活用して特定健診を受診できる場合があ
りますので、主治医にご相談ください。

※事前に健診日時を確認または予約してください。
　　市・市民課　　　４２- １８０５問

税・年金・保険 国民健康保険・後期高齢者医療「特
定健診（個別健診）」のお知らせ

病院名

荻野病院

川上内科医院

たけうち内科循環器内科医院

藤田クリニック

留萌記念病院

留萌セントラルクリニック

わたべ整形外科医院

市立病院

住　所

大町３丁目

錦町４丁目

高砂町３丁目

宮園町１丁目

開運町１丁目

栄町１丁目

栄町３丁目

東雲町２丁目

電話番号

42-1406

43-6451

42-8820

42-1660

42-0271

43-9500

42-5011

49-1011

▼特定健診の検査項目に加え、心電図、胃がん（バ
リウム）、肺がん、大腸がん（採便）検診やより詳
細な血液検査が含まれています。特に 30 歳代の方
は、特定健診を受診することができませんので、健
康管理のためにぜひご利用ください。
　　10 月予定
　　市内医療機関（問診票郵送の際にお知らせ）
　　今年度に 30 ～ 74 歳になる国民健康保険加入者の方
　　20 人（申込多数の場合は抽選）
　　5,000 円
　　８月 17 日　 から 27 日　 までに下記へお申し
　　込みください。（土・日曜を除く）
※特定健診を受診された方は、検査項目が重複して
いますので、ご遠慮ください。
　　市・市民課　　　４２- １８０５問

税・年金・保険 国民健康保険加入者を対象とした
「人間ドック」を実施します

日
所
対
定
費
申

合わせて10 人程度

▼毎年のように結核感染が確認されています。
　今年から肺がんも一緒に検診しますので、今年胸
の写真を撮ってない方は受診しましょう。
　　８月 26 日　 ～ 28 日
　　市内各所を検診バスで巡回します。
　詳細は、８月上旬の町内回覧でお知らせします。
　　65 歳以上の市民
　　無料（事前申し込みは不要）
　　市・保健医療課（はーとふる内）   　   ４９- ６０５０

保　健 平成 27 年度「結核健診」の実施に
ついて

日
所

対
費
問

▲市では、がんの早期発見を目的として、特定の年
齢に達した方を対象にがん検診が無料で受診できる

「クーポン券」を配布する、がん検診推進事業を行っ
ています。
　　クーポン券配布対象者
　　●既にクーポン券を郵送配布している対象者は
　　　次のとおり
　　①子宮頸がん検診の対象となる方
　　　平成６年４月２日から平成７年４月１日生まれま
　　　での女性
　　②乳がん検診の対象となる方
　　　昭和 49 年４月２日から昭和 50 年４月１日生まれ
　　　までの女性
　　③大腸がん検診の対象となる方
　　　昭和 29 年、34 年、39 年、44 年、49 年の４月
　　　２日から翌年４月１日生まれまでの方
　　●申出によりクーポン券を配布する対象者は
　　　次のとおり
　　※過去に市区町村で実施する子宮頸がん・乳が
　　　ん検診を受けたことがない方が対象となりま
　　　す。なお、職場などで受診できる方は、そち
　　　らを優先して受診してください。
　　※該当する方は、下記へお申し出ください。
　　①子宮頸がん検診の対象者となる方
　　　昭和 49 年、54 年、59 年、平成元年の４月
　　　２日から翌年４月 1 日生まれまでの女性
　　②乳がん検診の対象者となる方
　　　昭和 29 年、34 年、39 年、44 年の４月２日
　　　から翌年４月１日生まれまでの女性
●クーポンの有効期限　
　平成 28 年３月 31 日　 まで
※有効期限内に受診されない場合は、無効になりま
　す。
　　市・保健医療課（はーとふる内）   　   ４９- ６０５０問

保　健 がん検診クーポン券事業について

対
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オロロンひまわり基金法律事務所

231231

至

　留
萌
駅

留萌信用金庫本店

オロロンひまわり基金法律事務所
　　　　　（信和商事ビル２階４号室）

　　市・社会福祉課 　　  ４２- １８０７問

　税制抜本改革法に基づき、所得の低い方に対し、消費税率引き上げ（５％から８％）による影響を

緩和するため、暫定的・臨時的な措置として「臨時福祉給付金」を支給します。

　この給付金を受け取るためには、申請が必要ですので、対象となる方は期間内に申請してください。

●支給対象者
・平成 27 年度分の住民税が課税されていない方

※課税されている方の扶養になっている場合や生活保護受給者である場合などは除きます。

●住民税が課税されない所得水準の目安（非課税限度額）※夫もしくは妻いずれか一人の収入の場合

【給与収入の方】　　　　　　　　　　　　　　　　【年金収入の方】

●支給額　　　１人につき 6,000 円

●申請期間　　平成 27 年９月１日　 から 12 月１日　 まで

●申請方法
・申請書などについては、給付対象者となる可能性がある方へ平成 27 年８月下旬に送付します。

・給付対象の条件などをご確認いただき給付対象となる場合は、お手元に届いた申請書に、本人で

　あると確認できる書類（運転免許証や保険証、住民基本台帳カード、身体障がい者手帳などの写し）

　と振込指定口座が確認できる書類（金融機関名や口座番号、口座名義人がわかる通帳やキャッシュ

　カードの写し）を添え、返信用封筒でご返送ください。なお、来庁による申請は市役所１階に

　設置する特設窓口で受付します。

※住民税について未申告の方は、対象者（非課税者）かどうか判断できない場合、申告をお願いします。

●受取方法　
　支給対象者には、市で審査を行った上で、指定された口座に給付金を振り込みます。なお、支給
開始は 10 月以降を予定しています。

平成27年度「臨時福祉給付金」について

区　分

単　身

夫　婦

夫婦と子１人

夫婦と子２人

非課税限度額目安（給与収入ベース）

93 万円以下

137 万 8000 円以下

168 万 4000 円以下

210 万円以下

区　分

65 歳以上

65 歳未満

65 歳以上

65 歳未満

非課税限度額目安（年金収入ベース）

148 万円以下

98 万円以下

192 万 8000 円以下

147 万円以下

単
　
身

夫
　
婦

▼不動産や会社の登記事項証明書は、インターネッ
トを利用したオンライン請求をすることもできます。
　オンライン請求は、窓口や郵送での請求よりも手
数料が格安で利用できたり、利用時間が長いなどの
利便性があります。
　詳しくは、登記・供託ねっと（http://www.touki-
kyoutaku-net.moj.go.jp) をご覧いただくか、下記へ
お問い合わせください。
　　旭川地方法務局留萌支局　　   ４２- ０４９２

 留萌市以外から
 のお知らせ

「登記事項証明書」オンライン請求に
ついて

問

 留萌市以外から
 のお知らせ 「放送大学 10 月入学生募集」について

▼放送大学では、平成 27 年 10 月の入学生を募集
しています。
　心理学・福祉・歴史など、約 300 科目の中から、
関心のある科目を学べます。詳しくは、下記へお問
い合わせいただくか、放送大学ホームページ（http://
www.ouj.ac.jp) をご覧ください。
　　出願期間　１回目：６月 15 日　 ～８月 31 日
　　　　　　　２回目：９月１日　 ～９月 20 日
　　１科目 11,000 円（半年間、教材費含む）
　　放送大学北海道学習センター            ０１１- ７３６- ６３１８  　　問
費

日

▼ハローワーク留萌では、ＩＴシステム科の受講生
を募集しています。ＩＴシステム科では、パソコン
の基本操作や表計算などについての知識と技能を習
得し、再就職を目指します。
　　募集期間　８月５日　 ～９月４日
　　訓練期間　10 月７日　 ～翌年３月４日　　
　　留萌地域人材開発センター（パワスポ留萌）
　　15 人
　　受講料は無料
　　※テキスト代、各種検定受験料は別途
　　ハローワーク留萌　　 ４２- ０３８８

 留萌市以外から
 のお知らせ 「ＩＴシステム科受講生募集」のご案内

日

費

所

問

定

▼留萌トンネル（仮称）は、高規格幹線道路深川・
留萌自動車道の幌糠留萌道路で現在、大和田地区に
おいて建設を進めている延長 830 ｍのトンネルです。
　平成 26 年１月からトンネルを掘り始め、１ヶ月当
たり約 70 ｍ掘り進め、27 年１月に無事貫通しました。
　現在は、トンネル全体をコンクリートで覆う工事
を行っています。
　今後は、舗装工事、照明、緊急時用の設備などを整
え、31 年度に開通する予定です。

　　
　　留萌開発建設部技術管理課　　 ４２- ２３１２

 留萌市以外から
 のお知らせ

留萌開発建設部の留萌市内工事紹介
「留萌トンネル（仮称）」について

問

 留萌市以外から
 のお知らせ 「保管証券類」返還のお知らせ

▼税関では戦後、海外から引き揚げて来た方々から
お預かりした保管証券類の返還を行っています。
　保管証券類の返還については、本人だけではなく
ご家族の方も請求することができます。詳しくは、
下記へお問い合わせください。　
●保管証券類の区分
①戦争後、海外から引き揚げて来られた方々が、上
　陸地の税関・海運局に預けられた通貨・証券。
②帰国前に樺太、満州にあった在外公館、日本人自
　治会に預けられた通貨・証券類のうち日本に返還
　されたもの。
※保管証券類とは、日本銀行券（新・旧）、旧日本軍
　軍票、預貯金証書、国債証書などをいいます。
　　札幌税関支署留萌出張所            ４２- ０４６７問

　　　　　　　　　　
平成 27 年 8 月診療分から留萌市の乳幼児医療費の助成方法が変わります！

【乳幼児医療費助成受給者の皆様へ】 　　市・市民課　 　 ４２- １８０５問

※受給者証を忘れたり、一部取り扱いができない健康保険の場合などは従来どおりの手続きとなり、一部負担金をお支払い
　いただいたあと、市役所（１階２番窓口保険給付係）に医療費助成の申請手続きが必要となります。（郵送可）

　受給者証の使用範囲が、「初山別以南の留萌管内の医療機関」から「北海道内の医療機関」に変わります。　  
　北海道内いずれの医療機関でも、窓口で受給者証を提示いただくと、助成後の金額（初診時一部負担金
または１割負担）の支払いとなります。

▲留萌トンネル（仮称）掘削状況
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■  あなたの “ 健康寿命 ” を延ばす介護予防 ■

からだ こころすこやか イキイキすこやか イキイキ

8  月
【おはなし玉手箱】乳幼児向けおはなし会　11：00 ～

　　　  　 
【映画会】 10：30 ～「学校の怪談１」（アニメ・50 分）

10：30 ～「学校の怪談２」（アニメ・103 分）
10：30 ～「学校の怪談３」（アニメ・50 分）
13：30 ～「トムとジェリー」（アニメ・62 分）

　　市・地域包括支援センター（はーとふる内） 　　  ４９- ６０６０問

広報るもい　平成 27(2015) 年 ■８月号

　健康上の問題がない状態で、日常生活を普通に送れる期間を “ 健康寿命 ” と言います。現在の日本の平均

寿命から健康寿命を引くと、男性で約９年、女性で約 12 年となり、この期間は介護など人の助けを受けて

生活する可能性が高くなります。

　高齢者が要介護状態に陥る代表的な要因には、脳卒中、認知症、加齢による衰弱、運動器の疾患などがあ

ります。つまり、そのような要因を持たないように気を付けて生活することが、最大の介護予防になります。

29

はーとふる

「“快
かいしょう

笑”でストレス解消！」

健康コラム
保健福祉センターはーとふる ☎49-6050

　ことわざの「笑う門には福来る」な
ど古くから笑うことは、健康に良いと
言われています。近年では医学的に
も、笑いの健康効果が分かってきてい
ます。
　笑いには、免疫力の増加やリラック
スによる副交感神経の活性化のほか、
脳の血流が増えることで、脳内のやる
気や癒やしなどのホルモン分泌量が増
加する効果などがあります。
　皆さんも以下のことを日常に取り入
れて、ストレス解消を心掛けましょう。

「Ｓ」スマイル（笑うマネだけでも良い）
「Ｔ」トーク（おしゃべり）、トラベル（旅行）
「Ｒ」レクリエーション（休養・気晴らし）
「Ｅ」イート（楽しい食事）
「Ｓ」スポーツ、シング（歌う・カラオケ）
「Ｓ」シングル（孤立にならない）

整形外科稲垣医院８月９日の
日曜当番医院

幸町３丁目   ☎43-3311　9：00～17：00
※上記以外の日曜日・祝日および夜間の診療はかかりつけの病院・医院へお問い合わせください。
※市立病院は二次医療病院として、全ての土曜日・日曜日・祝日・夜間に対応しています。

対象は１歳６カ月以上の子どもです（１歳６カ月に関わらず、上
の歯が４本以上生えていて希望する場合はご相談ください）

６日　 10：00～11：00 13：00～15：30

●フッ化物塗布　　　　  予約制で料金は１回500円です

乳幼児の発育・発達などについてご相談ください

６日　 　9：30～11：30 13：00～15：00

●母子健康・栄養相談（乳幼児）

※保健福祉センターはーとふるでは随時、電話や来所での相談を受け
付けていますので、お気軽にご相談ください。

●一般健康・栄養相談（乳幼児～成人）
年齢を問わず健康相談を行います

27日　 　10：00～11：30 千 鳥 児 童 セ ン タ ー

  ４日　 ３　歳　児（24年 7月生）
【受付】　
13：00　
～13：30

   ５日　 １歳６カ月児（26年  1月生）
25日　 ４ カ 月 児（27年   4月生）
26日　 ９ カ 月 児（26年 10月生）

●乳幼児健診　　　対象児には事前に文書でお知らせします

【開館時間】 9：00～17：00／9：00～20：30（水・木）
　　　　　　※20：00以降は入館できません

８
月
の
イ
ベ
ン
ト

休館日�月曜日・祝日るもい健康の駅 ☎43-8121

※各イベントの申し込み方法など詳しくは、るもい健康の駅まで

広報るもい　平成 27(2015) 年 ■８月号

救急蘇生法とＡＥＤ体験講習会
子ども実験室「夏休みは星を観察してみよう」　

講師：北海道大学大学院地球環境科学研究院 博士研究員  佐藤 祐介　氏
基礎老年医学講座③「循環器疾患（心不全、ＢＬＳ）」    
基礎老年医学講座④「呼吸器疾患（肺炎、ＣＯＰＤ）」     
マンスリー健康講話「運動の習慣化、日常生活への取り入れ方について」
講師：専門学校北海道体育大学校道体ＡＣ代表兼任選手・政スポーツアカデミー代表  横谷 政一　氏
認知症サポーター養成講座

高齢者対象の筋力アップ体操　～時間内出入り自由～

毎週月曜日 10：00～12：00
13：30～15：30

毎週金曜日

●ピンピンからだ広場　　10日　 ・14日　 は休みです　　

８月の休み　毎週月曜日・28 日　 館内整理

１日
７日

８日
22 日
22 日

25 日

13:00 ～ 14:30
15:00 ～ 16:00

  9:30 ～ 11:30
  9:30 ～ 11:30
13:00 ～ 14:00

13:00 ～ 14:30

●注目が集まるデュアルタスク（二重課題）トレーニング
　現在、認知症予防に効果的な取り組みとして、脳と体を同時に使う（２つの課題を同時に行う）トレーニ

ングが注目されています。身近な例で言うと、「会話しながら料理をする」や「歌を歌いながら散歩をする」「庭
いじりをしながらしりとりをしてみる」というようなことです。

　脳の記憶をつかさどる「海馬」を刺激しながら、実行機能を持つ「前頭葉」を鍛えることで、個別の訓練

を行うよりも、大きな効果が得られることが分かっています。

●脳いきいき教室のご案内
　頭と体を同時に鍛えるトレーニングに取り組み、認知症や運動器の疾患を予防しましょう。市と
ＮＰＯ法人留萌体育協会が指導を行います。
　　　９月２日　   港東コミュニティセンター
　　　９月３日　   港西コミュニティセンター
　　　９月４日　   るもい健康の駅
　　　９月７日 　  港北コミュニティセンター　
　　　いずれも 10：00 ～ 12：00
　　おおむね 65 歳以上の市民

　　各会場 20 人

　　無料

※参加希望の方は、市・地域包括支援センターへ事前にお申し込みください。

日 所

対

定

費 ▲脳いきいき教室の様子

ご存知ですか？「国民年金の任意加入制度」
▼老齢基礎年金（65 歳から受給できる年金）は、保険料を 20 歳
から 60 歳になるまでの 40 年間納めなければ、満額の年金を受給
することができません。
　国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の納付済期間が
40 年間に満たない場合は、60 歳から 65 歳までの間に国民年金に
任意加入し、保険料を納めることで満額に近づけることができます。

　老齢基礎年金を受給するためには、保険料の納付済期間や保険料
の免除期間などが、原則として 25 年以上必要となりますが、この
要件を満たしていない場合は、70 歳になるまで任意加入すること
ができます。（昭和 40 年 4 月 1 日以前に生まれた方に限られます。）
　また、海外に在住する日本国籍を持つ方も、国民年金に任意加入
することができます。

　　市・市民課　　 　　  ４２- １８０５問
　　留萌年金事務所 　　  ４３- ７２１１問

・
・
・
・
・

７日
１日
２日
４日
４日

「おばけ」 　・22 日　 「むし」

【図書館まつり】 

●イベント内容
・古本市（約 1500 冊）
・おはなし会
・かき氷、綿あめの無料提供
　　　　　　　　　　　など

・30 日　 
　10：00 ～ 14：00

講師 : 札幌医科大学 教授  小海 康夫　氏
講師 : 札幌医科大学 教授  小海 康夫　氏

●成人健康・栄養相談
病気の予防など日常生活・食生活についてご相談ください

７日　 　10：00～15：00
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広報るもい　平成 27(2015) 年 ■８月号31

留 萌 市 � アンテナ情 報
■下記以外のお問い合わせ
　総　務　課 ☎42-1801
………………………………
■市の財政、地籍調査など
　財　務　課 ☎42-1813
………………………………
■道市民税など
　税　務　課
　　市民税係 ☎56-5004
………………………………
■固定資産税など
　その他の係 ☎42-1804
………………………………
■広報、町内会、市民活動など
　政策調整課 ☎42-1809
………………………………
■農業、漁業、水産加工業など
　農林水産課 ☎42-1837
………………………………
■商工業、観光、港湾など
　経済港湾課 ☎42-1840
………………………………
■生活保護、障がい者福祉など
　社会福祉課 ☎42-1807
………………………………
■戸籍、各種証明、国保・後期、
　医療費助成など
　市　民　課 ☎42-1805
………………………………
■道路、公園など
　都市整備課 ☎42-2010
………………………………
■市営住宅、建築確認申請など
　建築住宅課 ☎42-2025
………………………………
■上下水道の料金・トラブルなど
　上下水道課

　上水道係 ☎42-5151
　下水道係 ☎42-2049

………………………………
■公衆衛生、市営墓地など
　環境保全課 ☎42-1806
………………………………
■市内の小中学校など
　学校教育課 ☎42-3006
………………………………
■児童手当、保育園など
　子育て支援課 ☎42-1808
………………………………
■社会教育、スポーツなど
　生涯学習課 ☎42-0435
………………………………
■健康づくり、介護保険など
　保健医療課 ☎49-6050
　介護支援課 ☎49-6070
………………………………
■るもい健康の駅など
　コホートピア推進室

 ☎56-1535
………………………………
■広域ごみ処理、粗大ごみなど
　留萌南部衛生組合 

 ☎43-2555

主な電話番号

朝　8：05～8：10
夕　5：05～5：10

広報るもいは再生紙を使用しています

留萌市情報プラザ
災害時は 76.9MHz
留萌市とエフエムもえるは
災害協定を結んでいます

毎週

月～金
曜日

FM 76.9MHz
エフエムもえる

納 税 に つ い て

人口と世帯数 平成２７年６月末現在

・総人口 ２２，６６９ 人  （－　１２ 人 ）
・　男 １０，７９５ 人  （－　１４ 人 ）
・　女 １１，８７４ 人  （　　　２ 人 ）
・世帯数 １１，９１０ 世帯 （　　１４世帯）

※（　）内は前月比

人 口 動 態 平成２７年６月末現在

・出　生 ……１４人
・死　亡 ……２０人

・転　入 …１４８人
・転　出 …１５４人

市長とホットライン（FAX）

市民の声メール koucyou@e-rumoi.jp
0120-223-846

あなたが知りたい「市政のいろいろ」、市の職員が直接
出向いてわかりやすくご説明します。

お申し込み・お問い合わせは☎42‐1809まで

　毎月１回、市民の皆さんと市長との対話の機
会を設けています。参加人数、話題、形式は問
いません。また、事前の受付もいりません。時
間内であれば、いつでもお越しください。

お気軽に申し込みください
お茶の間トーク

市役所あての郵便物は下記郵便番号とあて名
（留萌市役所・担当課）で届きます。

〒077-8601 留萌市幸町１丁目11番地

ホームページ http://www.e-rumoi.jp/

e-メール kikaku@e-rumoi.jp

日  ８月18日　  9：00～17：00
所  市役所 市長室
問  市・政策調整課 ☎42-1809

困ったときは
相談しましょう
■市民相談

市民課
☎56-5003

……………………………
■健康・栄養相談

保健福祉センターはーとふる
☎49-6050

……………………………
■教育相談電話

学校教育に関すること
教育委員会学校教育課

☎42-3006
……………………………

児童福祉に関すること
教育委員会子育て支援課
家庭児童相談室

☎42-1808
……………………………

社会教育に関すること
教育委員会生涯学習課

☎42-0435
……………………………
■高齢者に関する相談

地域包括支援センター
☎49-6060

……………………………
■防災相談

総務課
☎56-5005

●今 月 納 期 の 市 税 ・市道民税　２期
　 　 　 　 　 　 　 　・国民健康保険税　２期
 　　　納期限　８月 31 日
●夜間納税相談窓口 ８月 27 日　 20：00まで
●休日納税相談窓口 ８月 23 日 　9：00 ～ 17：00

留萌市市民憲章
　わたくしたちは美しい日本海と留萌川にそう山々の緑にかこま
れた留萌の市民です。港を中心に栄える産業都市、豊かで健康な
文化都市がわたくしたちのねがいです。このねがいを実現するた
め市民憲章をさだめます。
１　海の資源や山の緑を大切にして美しい市

まち
にしよう。

１　人に迷惑をかけず公共の物を大切にして清潔な市
まち

にしよう。
１　きまりを守り、みんなでたすけ合う秩序ある市

まち
にしよう。

１　働くことによろこびをもって、仕事に精を出し豊かな市
まち

にしよう。
１　丈夫なからだとあかるい心をもち、平和な市

まち
にしよう。

市長とフリートーク
してみませんか？

▲市の木「アカシア」

▲市の花「ツツジ」
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「三省堂書店を応援し隊」は、本の魅力や楽しさをひとりでも多くの方にお伝
えし、地域とのつながりを大切にして、さまざまな活動に取り組んでいます。

三省堂書店を応援し隊
インフォーメーション

■お問い合わせは　三省堂書店を応援し隊 事務所（留萌ブックセンター）☎43-2255

●日時　８月11日㈫ 18:30～
●場所　留萌ブックセンター

おとなのためのおはなし会

●日時　８月23日㈰ 14:00～
●場所　留萌ブックセンター

こどもたちによるこどもたちへのおはなし会

今月の
主な活動
　ご紹介

　市内の小学生が絵本や詩を読んでくれる「こどもたちによる
こどもたちへのおはなし会」にぜひご参加ください！
　第 12 回の読み手は、東光小学校５年生の青木聖菜さんです。

※小学生の読み手を募集しています。下記までご連絡ください。


